
今月の主な内容
●市県民税、国保税申告のご案内

●おめでとう成人式

●議会だより

●宿毛大使ご紹介

 
・・・・・・・2～3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9～15

・・・・・・・・・・・・・・・・・・16～17

文旦のおいしい季節となりました。１月10日、咸陽小学校5年生
の皆さんが、黄金色に輝く文旦を一つひとつ大切に収穫しました。

人のうごき
（19．1．1 現在）

世帯数� 10,040� －2
人　口� 24,077� ＋1
 （男）� 11,377� －6
 （女）� 12,700� ＋7

12月中の
異動状況

出生  10
死亡  20
転入  50
転出  39

文旦収穫体験

すくも広報すくも 2
No.475

2 0 0 7

2



②

　
平
成
１９
年
度
の
市
県
民
税
お
よ

び
国
保
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま

し
た
。

　
申
告
は
適
正
な
課
税
の
た
め
の

大
切
な
手
続
き
で
す
。
忘
れ
ず
に

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
、
郵
送
ま
た
は
申
告

相
談
会
場
も
し
く
は
税
務
課
窓
口

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
申
告
用
紙
は
、
前
年
の
状
況
等

に
よ
り
、
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
に
事
前
に
お
送
り
す
る
予
定

で
す
が
、
も
し
届
い
て
い
な
い
場

合
で
も
、
必
ず
し
も
申
告
が
不
要

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
申
告
用
紙
が
必
要
な
方
は
、

税
務
課
窓
口
お
よ
び
申
告
相
談
会

場
で
交
付
し
ま
す
。

　
申
告
用
紙
と
あ
わ
せ
て
配
布
す

る
「
申
告
の
手
引
」
を
参
考
に
ご

自
分
で
記
入
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
相
談
に
つ
い
て
は
、
２
月

１５
日
（木）
か
ら
地
区
別
に
左
表
の
各

相
談
会
場
で
行
い
ま
す
の
で
、
申

告
に
必
要
な
次
の
書
類
等
を
ご
持

参
の
う
え
、
各
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
こ
の
期
間
中
は
、
市
役
所
税
務

課
の
窓
口
で
は
申
告
相
談
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
例
年
、
相
談
会
場
が
大
変
混
雑
し
、

お
待
た
せ
し
て
い
ま
す
。
必
ず
、

自
分
で
記
入
で
き
る
と
こ
ろ
は
記

入
し
、
収
支
内
訳
の
各
項
目
の
集

計
や
各
種
控
除
の
計
算
は
、
あ
ら

か
じ
め
ご
自
分
で
済
ま
せ
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
時
に
持
参
す
る
も
の

☆
所
得
金
額
算
出
に
必
要
な
も
の

収
入
金
額
、
必
要
経
費
な
ど
の

わ
か
る
も
の

☆
所
得
控
除
額
算
出
に
必
要
な
も
の

社
会
保
険
料
支
払
額
の
わ
か
る

も
の
、
生
命
保
険
料
・
損
害
保

険
料
控
除
証
明
書
、
医
療
費
控

除
に
は
領
収
書
、
国
民
年
金
保

険
料
控
除
証
明
書
（
社
会
保
険

庁
か
ら
届
き
ま
す
。）

☆
印
鑑

●
次
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

＊
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
…

収
支
計
算
が
原
則
と
な
り
、
ご

自
分
で
計
算
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
収
入
金
額
に
関
し
て
は
、

販
売
金
額
、
農
作
物
の
収
穫
量
、

自
家
消
費
分
等
を
、
ま
た
、
必

要
経
費
に
関
し
て
は
、
農
業
用

に
係
る
各
種
領
収
書
等
を
、
わ

か
る
よ
う
に
ま
と
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

＊
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
…

申
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合
、

一
定
基
準
以
下
の
所
得
金
額
の

世
帯
に
該
当
し
た
場
合
適
用
さ

れ
る
国
保
税
の
軽
減
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

左
記
①
、
②
に
該
当
し
な
い
方

は
、
所
得
の
有
無
に
関
係
な
く

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
次
の
方
は
申
告
が
不
要
で
す

①
税
務
署
へ
平
成
１８
年
分
の
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ

る
方
（
た
だ
し
、
税
務
署
で
「
税

金
が
か
か
ら
な
い
の
で
申
告
の

必
要
が
な
い
」
と
言
わ
れ
た
方

は
市
県
民
税
・
国
保
税
の
申
告

が
必
要
で
す
）

②
給
与
所
得
の
み
で
ほ
か
に
所
得

が
な
く
、
勤
務
先
で
年
末
調
整

が
済
ん
で
い
る
方

※
公
的
年
金
等
の
収
入
の
み
の
方

に
つ
い
て
も
申
告
は
不
要
で
す
が
、

所
得
控
除
（
扶
養
控
除
、
損
害

保
険
料
控
除
、
社
会
保
険
料
控

除
な
ど
）
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課
　
住
民
税
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
５

　
平
成
１８
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
の
、
税
務
署
で
の
相
談
お
よ
び

申
告
書
の
受
け
付
け
は
、

2
月
１６
日
（金）
か
ら

3
月
１５
日
（木）
ま
で
で
す
。

　
申
告
書
は
、
郵
送
ま
た
は
税
務

署
の
時
間
外
収
受
箱
に
投
か
ん
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
作
成

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
必
要
項
目

を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得

税
や
消
費
税
等
の
確
定
申
告
書
等

が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

　
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に
出
力
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

に
せ
税
理
士
に
ご
用
心

　
「
税
金
の
相
談
は
○
○
へ
」
な
ど

の
宣
伝
を
う
の
み
に
し
た
ば
か
り
に
、

迷
惑
を
被
っ
た
と
い
う
こ
と
を
よ

く
聞
き
ま
す
。

　
税
務
相
談
は
、
税
理
士
ま
た
は

税
理
士
法
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
こ
と
が
、
法
律
で
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
に
せ
税
理
士
に
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
村
税
務
署

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

２
１
３
５

申
告
書
の
提
出
期
限
は
、

3
月
１５
日
（木）
で
す
。

税
務
署
よ
り

確
定
申
告
の

ご
案
内

市
県
民
税

国
保
税

申
告
の
ご
案
内



広報すくも  2007.2③

対 　　　象 　　　地　 　　区

長尾・手代岡

竹石・小島・天神

竹部・馬場住・土居ノ内・一生原

【芳奈地区】東下組・西下組・中組・靴抜・道ノ川

中山・寺山・寺尾・徳師・中町

森・車岡・師高瀬・西天神・岡松

清水・北川・沖前・貝礎・県営住宅

【黒川地区】西～東須賀・橋田・下～上駄馬・奥黒川【東平】

舟ノ川・石原・小三原・福良

栄喜

大海・田ノ浦

小筑紫・小浦・湊

内外ノ浦・呼崎

伊与野

坂本・奥下藤・神有・奥奈路

橋上・京法・還住薮・平野・楠山・出井

貝塚・駅前町・宿毛4100番台の番地

新田・沖新田・錦・四季の丘・宿毛5300番台の番地

西町1・2丁目

西町3～5丁目

自由ヶ丘・樺・樺住宅・藻津

大深浦・小深浦

宇須々木・池島・新港

高砂・港南台

片島・西片島

大島

中央1～3丁目

中央4～6丁目・南沖須賀

中央7～8丁目・宿毛900～1700番台の番地

長田町・幸町・野地・小川

桜町・松田町

萩原・与市明・宿毛4300番台の番地

押ノ川

和田

正和・平井

草木薮・山北

中角・高石

二ノ宮・二ノ宮住宅

さくらが丘

坂ノ下・都賀川

鵜来島

弘瀬

母島・古屋野・長浜・久保浦

予備日
（2月15日から3月16日の間でご都合のつかない方）

時　　　間

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午前�9：00�～�11：30

午後�1：00�～�3：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

月　日

2月15日（木）

2月16日（金）

2月19日（月）

2月20日（火）

2月21日（水）

2月22日（木）

2月23日（金）

2月26日（月）

2月27日（火）

2月28日（水）

3月  1日（木）

3月  2日（金）

3月  5日（月）

3月  6日（火）

3月  7日（水）

3月  8日（木）

3月  9日（金）

3月12日（月）

3月13日（火）

3月14日（水）

3月15日（木）

3月16日（金）

3月19日（月）

会　　　場

宿毛文教センター
2階  会議室1
蕁63－2618

小筑紫基幹集落センター
1階  研修室

（小筑紫支所）

蕁67－0001

片島公民館
蕁65－8270

宿毛東部農村環境
改善センター
2階  会議室

高知はた農協
宿毛東出張所
蕁66－0341

鵜来島小中学校
すくも湾漁協  弘瀬出張所
蕁69－1301
開発総合センター（沖の島支所）
蕁62－5080

宿毛市役所
3階  第3会議室

神有多目的集会所

平
田
町

山
奈
町

小
筑
紫
町

沖
の
島
町

橋
上
町

宿毛市総合
社会福祉センター
2階  小会議室
蕁65－7665

大島公民館
蕁65－8452

※所得税の確定申告が必要な方（申告書B様式の対象者）は、必ず2月16日から3月15日までの間に中村税務署へ申告してください。
　ただし、給与および年金所得のみで還付申告をされる方（申告書A様式の対象者）については、市の税務相談でも受け付けています。
※上記の日程でご都合の悪い方は、前もって連絡していただきましたら、対象地区と異なる会場で相談に応じます。
※なお、この税務相談期間中、市役所税務課窓口では、税務相談は受け付けていませんのでご注意ください。
　［申告書の提出は受け付けます。］ ご相談は、必ず各相談会場でお願いします。

平成19年度 市・県民税、国保税申告相談日程表市・県民税、国保税申告相談日程表市・県民税、国保税申告相談日程表



④

有料広告

宿
毛
市
議
会
議
員
選
挙

　
任
期
満
了
（
４
月

２６
日
）
に
伴

う
宿
毛
市
議
会
議
員
選
挙
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

・
告
示
日
　
４
月
１５
日
（日）

・
投
票
日
　
４
月
２２
日
（日）

立
候
補
届
出
等
事
務
説
明
会

日
　
時
　
３
月
５
日

（月）
　

１４
時
〜

場
　
所
　
市
役
所
第
３
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
蕁
６
３
―

１
１
１
１

　（
内
線
２
２
５
・
２
２
６
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
団
地

・
小
筑
紫
北
団
地
（
小
筑
紫
町
小
筑
紫
）

　
１
戸
２
Ｄ
Ｋ
　
※
浴
室
な
し

・
師
高
瀬
第
２
団
地
（
平
田
町
戸
内
）

　
１
戸
３
Ｄ
Ｋ
　
※
浴
槽
な
し

・
二
ノ
宮
団
地
（
二
ノ
宮
）

　
１
戸
３
Ｄ
Ｋ
　
※
浴
室
な
し

大
方
高
等
学
校
通
信
制

生
徒
募
集

　
通
信
制
は
、
毎
日
学
校
に
通
学

す
る
の
で
は
な
く
自
宅
で
の
自
学

自
習
を
基
本
と
し
、
決
め
ら
れ
た

回
数
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
受
け
レ

ポ
ー
ト
提
出
お
よ
び
テ
ス
ト
に
合

格
す
る
こ
と
に
よ
り
単
位
修
得
し

ま
す
。

　
日
進
月
歩
の
情
報
化
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
に
は
一
生
が
勉
強
、

今
か
ら
学
ん
で
も
遅
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
な
た
も
通
信
制
で
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

納
入
金

・
受
講
料
（
１
単
位
３
２
０
円
×

　
　
　
　
　
単
位
数
）

・
諸
経
費
（
１
２
、０
０
０
円
程
度
）

入
学
定
員

　
１
０
０
名

入
学
資
格
　

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た

は
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
の
学
力

の
あ
る
方

出
願
期
間
　

　
前
期

　
３
月

１２
日

（月）
〜
３
月

２９
日

（木）

　
後
期

　
９
月

１０
日

（月）
〜
９
月

１３
日

（木）

入
学
選
考

　
書
類
審
査
、
面
接
な
ど

入
学
式

　
前
期
４
月
８
日

（日）

　
後
期

１０
月
７
日

（日）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
大
方
高
校
通
信
制

　
蕁
０
８
８
０
―

４
３
―

１
０
７
９

入
居
資
格
　
有

申
込
書
配
布
期
間

　
２
月

１４
日

（水）
〜

２１
日

（水）

申
込
書
受
付
期
間

　
２
月

１９
日

（月）
〜

２１
日

（水）

※
配
布
・
受
付
期
間
は
土
・
日
を
除
く

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

モ
ラ
ロ
ジ
ー

心
の
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
で
は
、

『
心
が
つ
く
る
人
生
』
―
家
族
の
絆

を
深
め
よ
う
―
と
題
し
て
心
の
生

涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
心
豊
か
な
人
生
を
お
く
る
た
め
に
、

〝
心
づ
か
い
〞
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
　
時

　
２
月

２０
日

（火）
〜

２２
日

（木）

　
１９
時

３０
分
〜

２１
時

５０
分

会
　
場

　
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
宿
毛
支
所

講
　
師

 
（財）

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
社
会
教
育
講
師

　
有
吉
　
正
年
（
京
都
府
舞
鶴
市
）

　
鬼
頭
ま
り
子
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

参
加
費
　
２
、０
０
０
円

主
　
催
　
譛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

後
　
援

　
文
部
科
学
省

　
高
知
県
教
育
委
員
会

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　
蕁
６
３
―

１
０
３
８

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28

2
月
毎
週
日
・
水
曜
日
営
業

地産地消
の

だるま市実行委員会
代表 稲田 悦子

蘢場所：JA高知はた宿毛支所 選果場ひろば
蘢時間：午前8：00～午後3：00 毎週日・水曜日好評開催中 

☆
水
曜
日
は
た
ま
ご
大
安
売
！

㈱宿毛フェリー 蕁62－1100

3時間

コバルト色の夢航路

乗って残そう
土佐くろしお鉄道

土佐くろしお鉄道㈱ 
蕁0880－35－5240やなせたかし／土佐くろしお鉄道

サニーくん サンコちゃん

公
共
下
水
道
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

上
下
水
道
課
　
蕁
6
3
｜

1
0
0
9

き
れ
い
な
水
を
未
来
ま
で

情

報

コ

ー

ナ

ー

2月

如　月
February
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有料広告

...................

無
料
労
働
相
談

　
〜
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
へ
〜

　
解
雇
や
賃
金
引
き
下
げ
、
い
じ

め
や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
高
知

労
働
局
と
高
知
県
労
働
委
員
会
で
は
、

あ
っ
せ
ん
員
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
解

決
の
た
め
の
援
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

薔
０
１
２
０
―

７
８
３
―

７
２
２

「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海

あ
い
な
ん
」
参
加
者
募
集

　
松
尾
坂
、
柏
坂
の
へ
ん
ろ
道
を

歩
き
ま
せ
ん
か
。
次
の
日
程
で
「
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海
　
あ
い

な
ん
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
　
時
　
３
月
１０
日
（土）
・
１１
日
（日）

　
　
　
　
小
雨
決
行

　
※
荒
天
の
場
合
は
、
３
月
１７
日
（土）
・
１８
日
（日）

対
　
象
　

・
小
学
校
３
年
生
以
下
は
、
保

護
者
等
同
伴
の
こ
と

参
加
料
　
無
料（
各
自
弁
当
持
参
）

募
集
期
限
　
当
日
ま
で

関
連
行
事

蘆
花
へ
ん
ろ
講
演
会

演
題
「
遍
路
み
ち
か
ら
日
本
は
蘇

え
る
」

　
講
師
　
早
坂
　
暁
さ
ん
（
作
家
）

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏

　
月
岡
祐
紀
子
さ
ん（
三
味
線
奏
者
）

ほ
か

蘆
へ
ん
ろ
道
文
化
交
流
会

蘆
へ
ん
ろ
道
俳
句
大
会

　
選
句
　
夏
井
い
つ
き
さ
ん

主
　
催

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海
あ
い
な

ん
実
行
委
員
会
・
愛
南
町
・
愛

南
町
教
育
委
員
会

共
　
催
　
宇
和
島
市
・
宿
毛
市

※
接
待
ポ
イ
ン
ト
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
も
募
集
中
で
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

宿
毛
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
１９
年
度
生
募
集

対
象
児
童

宿
毛
市
内
の
小
学
校
に
就
学
し

平
成
１９
年
度
に
３
・
４
年
生
に

な
る
女
子

練
習
日
　
週
２
〜
３
日

練
習
場
所

和
田
体
育
館
・
総
合
運
動
公
園

武
道
場
・
宿
毛
小
学
校
体
育
館

※
見
学
希
望
の
方
は
日
曜
日
午
前
９
時

よ
り
和
田
体
育
館
で
練
習
し
て
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
体
育
協
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
八
馬
　

吉
弘
　

蕁
６
３
―

３
４
６
９

ス
ワ
ン
Ｔ
Ｖ
に

蕁
6
2
―

0
8
8
8

加
入
し
ま
し
ょ
う

小学5・6年男子の部（3㎞）
タイム

10分25秒
10分48秒
11分09秒

順位

1
2
3

氏　名

岩井 大知
黒岩 章也
依岡 正樹

所　属

大月町（6年）
小筑紫小（6年）
アスリートすくも（5年）

小学5・6年女子の部（3㎞）
タイム

11分53秒
12分46秒
12分54秒

順位

1
2
3

氏　名

池本 　愛
福田 知世
佐竹 真緒

所　属

中村JAC（6年）
宿毛JAC（5年）
窪川JRC（6年）

中学１年の部（3㎞）
タイム

10分26秒
10分41秒
10分49秒

順位

1
2
3

氏　名

水野 光大
寺田 勇気
西村 　健

所　属

吉田中学校
宿毛中学校
吉田中学校

中学３年の部（5㎞）
タイム

17分21秒
17分32秒
17分48秒

順位

1
2
3

氏　名

伊藤 洸吉
所谷 拓弥
河野 宏貴

所　属

吉田中学校
篠山中学校
吉田中学校

中学女子の部（3㎞）
タイム

11分02秒
11分20秒
11分31秒

順位

1
2
3

氏　名

三好 早貴
渡辺 沙絵
吉門 佐和

所　属

吉田中（2年）
吉田中（2年）
吉田中（1年）

第47回 宿毛ロードレース大会第47回 宿毛ロードレース大会

1月2日開催された宿毛ロードレース大会の上位入賞者をご紹
介します。

中学２年の部（5㎞）
タイム

16分06秒
17分37秒
17分58秒

順位

1
2
3

氏　名

清家 恒哉
松岡 　玲
山本 賢史

所　属

吉田中学校
宿毛東中学校
吉田中学校

新

壮年の部（5㎞）
タイム

16分14秒
17分01秒
17分05秒

順位

1
2
3

氏　名

矢野 吉男
石川 照夫
酒井 平雄

所　属

愛媛県伊方町
愛媛県伊方町
愛南体協

高校の部（10㎞）
タイム

32分42秒
34分45秒
34分47秒

順位

1
2
3

氏　名

中脇 誠也
岩城 達也
下元 孝広

所　属

宿毛工業（3年）
宿毛工業（1年）
宿毛工業（3年）

一般の部（10㎞）
タイム

31分49秒
33分55秒
34分24秒

順位

1
2
3

氏　名

立石 義晴
宮地 敏行
酒井 康次

所　属

大阪ガス
黒潮陸上クラブ
愛南体協

高校・一般女子の部（5㎞）
タイム

21分44秒
22分10秒
27分06秒

順位

1
2
3

氏　名

坂本 加奈
山下 真紀
中平 五苗

所　属

香川県まんのう町
宿毛市
三原村

新 …大会新記録

サニーマート宿毛店内

TEL 63ー5611
真丁アーケード内

TEL 63ー2205

小学校・中学校・県立高校［宿毛高校・工業高校］　

制服・体 操 服 指 定 店
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市
有
財
産
の
売
却

　
市
有
財
産
で
あ
る
次
の
物
件
を

競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

　
入
札
条
件
等
詳
し
い
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成

１９
年
２
月
上

旬
に
公
売
公
告
を
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
不
明
な

点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

売
却
物
件

蘆
旧
宿
毛
小
学
校
教
員
住
宅

物
　
件

　
宅
地
お
よ
び
家
屋

所
在
地

　
宿
毛
市
桜
町
８
番
９
号

区
　
分

　
土
地
お
よ
び
建
物

面
　
積

　
土
地
８
３
・
６
０
㎡

　
家
屋
床
面
積
４
９
・
６
９
㎡

最
低
制
限
価
格

　
５
、３
５
２
、０
０
０
円

　
　
土
地
４
、７
７
７
、０
０
０
円

　
　
建
物
　
５
７
５
、０
０
０
円

開
発
規
制
等

売
却
物
件
は
、
宿
毛
市
の
都
市

計
画
区
域
内
に
あ
り
、
用
途
指

定
に
つ
い
て
は
第
一
種
住
居
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

蘆
旧
山
奈
支
所
跡
地

物
　
件

　
宅
　
地

所
在
地

宿
毛
市
山
奈
町
山
田
２
１
２
６

番
２
ほ
か
２
筆

区
　
分

　
土
　
地

面
　
積

　
２
０
７
・
１
７
㎡

最
低
制
限
価
格

　
３
、２
５
２
、０
０
０
円

蘆
旧
公
営
住
宅
山
奈
第
２
団
地
跡
地

物
　
件

　
宅
　
地

所
在
地

宿
毛
市
山
奈
町
山
田
１
３
８
６

番
２

区
　
分

　
土
　
地

面
　
積

　
５
３
０
・
３
０
㎡

最
低
制
限
価
格

　
８
、３
２
５
、０
０
０
円

一
般
競
争
入
札
日

　
３
月
上
旬

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
総
務
課
管
財
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
１（
内
線
３
０
２
）

株式会社　西南葬祭
ＴＥＬ ０８８０－６５－５８５８　FAX ０８８０－６５－５１３１

葬儀にまつわる事全般、お任せください。

２４時間待機　宿毛市錦口１０９８－２

問い合わせ先

〒788－0047 宿毛市橋上町平野228
TEL 0880－64－0755
〒788－0034 宿毛市大深浦686－1
TEL 0880－65－0227

代表者 樋口

（橋上・大深浦）

第5回梓立祭のお知らせ

　梓会では、早稲田大学建学の母・小野梓先生
を顕彰するとともに、青少年の健全育成等を目
指し、第５回梓立祭を開催します。
　当日は、児童・生徒の作文発表と、早稲田大
学からの表彰状ならびに（合）冨山房・㈱小松製作
所からの記念品が授与されます。
　また、宿毛市名誉市民である奥島孝康氏の記
念講演を予定しています。皆さんお誘い合わせ
のうえぜひご来場ください。

日　時　３月１０日（土）　１６：００～
場　所　宿毛文教センター　多目的ホール

記念講演講師　
　早稲田大学学事顧問
　第１４代総長　奥島 孝康　氏

【問い合わせ先】企画課　蕁６３－１１１８

）

（

し り つ さ い



広報すくも  2007.2⑦

平
成
18
年

火
災
件
数
・
救
急
件
数

　
平
成

１８
年
の
火
災
件
数
お
よ
び

救
急
件
数
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
救
急
件
数
が
、
宿
毛
市
で
初
め

て
１
、０
０
０
件
を
超
え
ま
し
た
。

う
ち
１
２
９
件
が
、
救
急
車
２
台

が
重
複
し
て
出
動
し
て
い
る
と
い

う
状
況
で
す
。

　
日
常
生
活
の
な
か
で
の
病
気
予
防
、

ま
た
、
身
体
の
異
変
を
感
じ
た
ら

早
め
に
診
察
を
受
け
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
薑
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

　平
成
19
年
消
防
出
初
式

　
平
成

１９
年
１

月
７
日

（日）
、
和

田
体
育
館
に
お

い
て
、
消
防
出

初
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
消

防
団
・
消
防
署
・

女
性
消
防
隊
・

少
年
消
防
隊
・

消
防
団
音
楽
隊

な
ど
総
員
約
４
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
市
長
、
団

長
の
訓
示
に
続
き
、
永
年
勤
続
表

彰
と
優
良
消
防
団
員
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
内
パ

レ
ー
ド
・
松
田
川
河
川
敷
で
の
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

休
日
・
時
間
外
年
金
相
談
の

お
知
ら
せ
（
２
月
）

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事

務
所
で
は
、
休
日
・
時
間
外
の
年

金
相
談
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
休
日
・
時
間
外
の
年
金

相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
話
で

の
予
約
も
１
カ
月
前
か
ら
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

休
日
年
金
相
談

　
２
月

１０
日

（土）
　
９
時

３０
分
〜

１６
時

時
間
外
年
金
相
談

　
２
月

１３
日

（火）
　

１７
時
〜

１９
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

「
口
座
振
替
」
で
前
納
が
お
得

で
す

　
１
年
前
納
（
４
月
〜
翌
年
３
月
分
）

お
よ
び
６
カ
月
前
納
（
４
月
〜
９

月
分
・

１０
月
〜
翌
年
３
月
分
）
は
、

「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
現
金
（
納
付
書
）
で
前
納
す

る
よ
り
も
割
引
額
が
高
く
、
さ
ら

に
お
得
に
な
り
ま
す
。

○
月
々
の
納
付
も
口
座
振
替
の
「
早

割
」
な
ら
お
得
で
す

　
口
座
振
替
に
よ
る
毎
月
納
付
の

場
合
、
通
常
の
振
替
日
は
翌
月
末

で
す
が
、
当
月
末
振
替
の
「
早
割
」

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険
料

が
割
り
引
き
と
な
り
お
得
で
す
。

※
割
引
額
に
つ
い
て
は
社
会
保
険

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
…

　
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
通
帳
、

通
帳
の
お
届
け
印
を
持
っ
て
、
金

融
機
関
や
郵
便
局
ま
た
は
高
知
社

会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
口
座
振
替
に
よ
る
１
年

前
納
お
よ
び
６
カ
月
前
納
（
４
月

〜
９
月
分
）
は
、
４
月
末
日
（
今

年
は
休
日
の
た
め
５
月
１
日
）
の

引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
３
月
中
に
社
会
保

険
事
務
所
で
事
前
登
録
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
お
早
め
に
直
接
社
会
保
険

事
務
所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

あ
ら
た
め
て
お
申
し
込
み
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平成16年

平成17年

平成18年

前 年 比

救　急

 ９２０

 ９９１

１０９５

１０４増

火　災

 ４

１０

 ８

２減

※初回振替は原則２カ月分（前月分・当月分）となります。

※割引は４月（当月）分以降の保険料からとなります。�  

※月末が金融機関の非営業日の場合、振替日は翌営業
日となります。

《通常の口座振替と早割の違い》
 例：3月中に登録した場合

通常の口座振替（翌月末振替）

早割の口座振替（当月末振替）

３月分の保険料

４月分の保険料

５月分の保険料

３月分の保険料
４月分の保険料

５月分の保険料

６月分の保険料

４月末振替

５月末振替

６月末振替

４月末振替

５月末振替

６月末振替

消
さ
な
い
で
あ
な
た
の
心
の
注
意
の
火



⑧

　
そ
し
て
、
岡
村
佳
忠
市
議
会
議

長
の
祝
辞
な
ど
の
後
、
新
成
人
を

代
表
し
て
畠
山
未
夢
さ
ん
が
「
こ

れ
か
ら
今
ま
で
以
上
に
厳
し
い
事

や
つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
も
成
長
過
程
の
一
つ

の
試
練
と
受
け
止
め
、
誠
実
に
乗

り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
後
と
も
皆
さ
ま
方
の
な

お
一
層
の
厳
し
い
ご
指
導
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

豊
か
な
自
然
と
大
い
な
る
可
能
性

を
秘
め
た
宿
毛
市
出
身
と
い
う
事

を
誇
り
と
し
て
、
皆
さ
ま
方
の
ご

期
待
に
添
え
る
よ
う
一
層
努
力
し
、

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
も
、
友
だ
ち
と
談

笑
す
る
姿
や
写
真
を
撮
り
合
う
姿

が
会
場
中
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
輝
か
し
い
笑
顔
が
絶

え
る
こ
と
な
く
、
今
後
の
宿
毛
市

を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
１
月
７
日
（日）
、
宿
毛
文
教
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
平
成
１９
年
宿
毛

市
成
人
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
、
宿
毛
市
で
は
２
５
７
人

が
成
人
式
を
迎
え
、
男
性
１
０
５
人
、

女
性
１
０
８
人
の
計
２
１
３
人
が

式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
ま
ず
、
中
西
清
二

市
長
の
式
辞
に
よ
り「
宿
毛
市
で
は
、

や
る
気
の
あ
る
若
者
の
意
見
を
大

い
に
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
２０
歳
を

迎
え
ら
れ
た
ば
か
り
の
皆
様
方
の
、

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟

な
発
想
か
ら
生
ま
れ
る
宿
毛
市
へ

の
提
案
を
、
是
非
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
成
人
と

し
て
今
ま
で
制
限
さ
れ
て
い
た
権

利
が
全
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
訳
で
す
が
、
そ
の
権
利
を
有
為

に
活
か
す
と
共
に
、
社
会
の
一
員

と
し
て
果
た
す
べ
き
義
務
が
あ
り
、

責
任
も
生
じ
て
き
ま
す
。
道
徳
心
、

倫
理
観
あ
ふ
れ
る
良
識
を
持
っ
た

社
会
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
、
皆
様
に

は
故
郷
で
あ
る
宿
毛
市
に
お
い
て

生
活
し
、
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
行
政
と
し
て
皆
様
の
一
助
に
な

る
こ
と
の
努
力
を
惜
し
む
つ
も
り

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
」
な
ど
と
、
新

成
人
の
輝
か
し
い
前
途
を
祝
福
し

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て

平
岡
正
也
さ
ん
が
記
念
品
の
贈
呈

を
受
け
ま
し
た
。

平成１９年平成１９年

成
人
式

成
人
式

新成人を代表して、記念品を受け取った
平岡さんと、謝辞を述べた畠山さん
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議
案
番
号

第
1
号

第
2
号

第
3
号

第
4
号

第
5
号

第
6
号

第
7
号

第
14
号

第
15
号

第
16
号

第
17
号

第
18
号

第
19
号

第
20
号

第
21
号

第
22
号

第
23
号

第
24
号

第
25
号

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

承
　
　
認

同
　
　
意

同
　
　
意

同
　
　
意

同
　
　
意

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

　
～

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

宿
毛
市
名
誉
市
民
の
選
定
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

宿
毛
市
名
誉
市
民
の
選
定
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
　
　

平
成
十
八
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て平
成
十
八
年
度
各
特
別
会
計
（
簡
易
水
道
事
業
、
国

民
健
康
保
険
事
業
、
定
期
船
事
業
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
、
下
水
道
事
業
、
介
護
保
険
事

業
、
水
道
事
業
）
補
正
予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
政
策
審
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　
　
　

宿
毛
市
教
育
審
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　
　
　

宿
毛
市
社
会
教
育
審
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
施
設
運
営
審
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　

宿
毛
市
公
営
事
業
審
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

宿
毛
市
旅
費
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て宿
毛
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

宿
毛
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
振
興
計
画
審
議
会
条
例
等
を
廃
止
す
る
条
例

に
つ
い
て

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
六
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
二
、

六
二
六
万
六
千
円
が
増
額
補
正
さ
れ
、

累
計
で
九
九
億
八
、
六
○
六
万
四
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
高
齢
者
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

和
太
鼓
整
備
事
業
補
助
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
二
五
○
万
円

○
宿
毛
市
議
会
議
員
選
挙
ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
設
置
工
事
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
七
五
○
万
円

○
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

　
…
…
…
…
…
…
一
、
一
二
一
万
円

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
専
決
処
分
」
一
件
、「
人
事
案
件
」

二
件
、「
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
」
な
ど
予
算
議
案
九
件
、

「
宿
毛
市
政
策
審
議
会
条
例
の
制

定
」
な
ど
条
例
議
案
十
六
件
、
そ

の
他
の
議
案
六
件
の
合
計
三
十
四

議
案
で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
、
承
認
、
同
意
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
三
回
定
例
会
で
決
算

特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
各
決
算
に
つ
い

て
は
、
指
摘
、
改
善
す
べ
き
事
項

に
つ
い
て
意
見
を
付
し
た
う
え
で
、

い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

十
一
日
及
び
十
二
日
の
二
日
間
に

六
人
の
議
員
が
、
ま
た
、
十
三
日

に
は
議
案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、

「
医
師
不
足
を
解
消
し
、
地
域
医
療

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
」
な
ど
七
件
が
審
議
さ
れ
、

四
件
が
採
択
、
三
件
が
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

　
第
四
回
定
例
会
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
六
日
に
開
会
し
、

十
四
日
間
の
会
期
で
十
二
月
十
九
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第39号
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議
案
番
号

第
26
号

第
27
号

第
28
号

第
29
号

第
30
号

第
31
号

第
32
号

第
33
号

第
34
号

意
見
書
案

第
1
号

第
2
号

第
3
号

第
4
号

第
5
号

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に
つ
い

て高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正

す
る
規
約
に
つ
い
て

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正

す
る
規
約
に
つ
い
て

高
知
県
宿
毛
市
愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
篠
山
小
中

学
校
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
に
つ
い
て

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す

る
規
約
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
字
の
区
域
の
画
定
に
つ
い

て財
産
の
処
分
に
つ
い
て

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
対
策
の
推
進
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

医
師
不
足
を
解
消
し
、
地
域
医
療
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
（
提
出
先
は
高
知
県
）

医
師
不
足
を
解
消
し
、
地
域
医
療
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
（
提
出
先
は
国
）

森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業
政
策
と
国
有
林
野
事

業
の
健
全
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

一
般
国
道
五
六
号
中
村
宿
毛
道
路
の
整
備
促
進
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

○
横
瀬
川
ダ
ム
無
縁
墳
墓
改
葬
工
事

費
…
…
…
…
…
…
…
三
三
六
万
円

○
社
会
体
育
備
品
購
入
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
○
万
円

（
歳
入
の
主
な
も
の
）

○
繰
入
金

　
…
…
…
…
…
…
一
、
一
九
九
万
円

○
諸
収
入

　
…
…
…
…
…
…
一
、
○
六
一
万
円

◎
宿
毛
市
政
策
審
議
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

◎
宿
毛
市
教
育
審
議
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

◎
宿
毛
市
社
会
教
育
審
議
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

◎
宿
毛
市
施
設
運
営
審
議
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

◎
宿
毛
市
公
営
事
業
審
議
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
行
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
を
受
け
、

二
十
一
の
審
議
会
を
九
つ
の
審
議

会
に
集
約
す
る
た
め
、
法
律
に
基

づ
く
必
置
規
定
の
審
議
会
を
除
き

五
つ
の
審
議
会
条
例
を
制
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
旅
費
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
実
情
に
沿
っ
た
旅
費
を
支
給
す

る
た
め
、
県
内
日
当
二
千
円
を
千

五
百
円
に
改
め
、
パ
ッ
ク
航
空
券

が
使
え
な
い
東
京
都
内
の
宿
泊
料

に
限
り
三
千
円
増
額
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

◎
高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
立
に
つ
い
て

　　
高
知
県
内
の
全
市
町
村
が
後
期

高
齢
者
医
療
の
運
営
に
関
し
、
広

域
計
画
の
作
成
と
実
施
の
た
め
に

必
要
な
連
絡
調
整
を
図
り
、
当
該

事
務
の
一
部
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
処
理
す
る
た
め
、
規
約
を
定

め
高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

１２
月�

６
日
（
水
）
本
会
議
　
　
開
会
、
議
案
上
程
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
案
理
由
の
説
明

�

７
日
（
木
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

８
日
（
金
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

９
日
（
土
）
休
　
会

�

１０
日
（
日
）
休
　
会

�

１１
日
（
月
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１２
日
（
火
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１３
日
（
水
）
本
会
議�

議
案
質
疑

�

１４
日
（
木
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１５
日
（
金
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１６
日
（
土
）
休
　
会�

�

１７
日
（
日
）
休
　
会

�

１８
日
（
月
）
休
　
会
　
　
委
員
会
審
査

�

１９
日
（
火
）
本
会
議�

委
員
長
報
告
、
質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
論
、
表
決
、
閉
会

十
二
月
定
例
会
日
程

そ
　
　
の
　
　
他

条
　
　
例
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A
　
横
瀬
川
ダ
ム
は
穴
あ
き
式
ダ

ム
だ
が
全
国
で
は
じ
め
て
ゲ
ー
ト

の
設
置
へ
と
設
計
が
変
更
さ
れ
た

と
聞
く
。
私
が
指
摘
し
て
き
た
「
中

筋
川
ダ
ム
の
放
流
に
よ
る
内
水
洪

水
助
長
」
へ
の
対
応
で
あ
る
と
思

う
が
、
国
は
ダ
ム
の
運
用
に
つ
い

て
は
洪
水
調
節
と
し
て
ゲ
ー
ト
調

整
は
出
来
な
い
と
も
言
っ
て
い
る
。

ゲ
ー
ト
の
操
作
に
つ
い
て
地
元
に

文
書
で
説
明
す
る
よ
う
求
め
る
。

B
　
中
筋
川
ダ
ム
完
成
後
も
洪
水

時
に
は
た
く
さ
ん
の
被
害
が
で
て

い
る
。
横
瀬
川
ダ
ム
は
設
計
変
更

と
な
り
ゲ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
る
が
、

中
筋
川
は
下
流
の
勾
配
が
少
な
い

非
常
に
特
異
な
河
川
で
あ
り
、
ゲ
ー

ト
の
操
作
に
つ
い
て
は
未
だ
管
理

規
定
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
聞
い

て
い
る
が
、
有
効
な
活
用
に
つ
い
て
、

地
元
に
文
書
で
示
す
よ
う
市
が
中

に
入
り
調
整
を
す
る
。

A
　
中
国
の
経
済
状
況
な
ど
か
ら
、

大
手
製
材
・
加
工
メ
ー
カ
ー
は
原

木
に
国
産
材
を
重
視
し
て
き
て
い
る
。

県
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
宿
毛
市
の

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
は
国
際
価
格
で
合

計
四
一
一
億
円
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

幡
多
地
域
全
体
で
は
さ
ら
に
大
き

な
金
額
に
な
り
、
将
来
の
輸
出
な

ど
も
視
野
に
い
れ
た
宿
毛
湾
港
や

背
後
地
を
拠
点
と
す
る
構
想
が
浮

上
し
て
き
て
い
る
。
積
極
的
な
取

り
組
み
を
求
め
る
。

B
　
大
豊
町
に
大
手
の
集
成
材
メ
ー

カ
ー
が
進
出
し
た
。
宿
毛
湾
港
は

ま
だ
整
備
が
完
全
で
な
く
、
背
後

地
の
企
業
誘
致
に
苦
慮
し
て
い
る
。

中
国
は
今
後
、
日
本
か
ら
の
木
材

製
品
の
輸
入
が
多
く
な
る
と
の
話

は
企
業
誘
致
で
住
友
林
業
に
行
っ

た
時
に
伺
っ
た
。
県
の
関
係
部
局

と
協
議
を
し
、
港
の
整
備
と
企
業

誘
致
を
平
行
し
て
進
め
、
幡
多
地

域
の
木
材
生
産
拠
点
と
し
て
の
企

業
誘
致
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
　
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

は
数
年
で
交
替
す
る
が
、
教
育
方

針
は
一
貫
し
て
い
る
の
か
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
作
成
の
基
準
や
小
・
中
学
校

の
教
材
に
つ
い
て
聞
く
。

B
　
小
学
校
で
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
役
割
は
、

英
語
に
親
し
む
こ
と
を
主
眼
に
置

い
て
い
る
。
中
学
校
で
は
日
常
の

英
語
学
習
を
補
完
し
、
発
展
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
教
育
方
針
は
来

日
時
の
研
修
や
、
前
任
者
の
引
継

ぎ
な
ど
に
よ
り
、
継
続
し
た
指
導

が
行
わ
れ
て
い
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
事
前
に
学
校
か
ら
授
業
内
容

の
希
望
を
提
出
し
て
も
ら
い
、

A
L
T
が
内
容
を
検
討
し
て
作
成

し
て
い
る
。

A
　
高
知
県
の
豊
か
な
環
境
づ
く

り
総
合
支
援
事
業
の
活
用
に
よ
っ
て
、

蛍
湖
下
流
域
の
中
筋
川
な
ど
の
環

境
整
備
や
保
全
に
力
を
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、七
月
下
旬

に
開
催
し
て
い
る
「
蛍
湖
ま
つ
り
」

を
ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
五
月
中
旬

頃
に
実
施
す
れ
ば
、
蛍
湖
や
中
筋

川
周
辺
で
の
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
へ
と

連
動
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

B
　
中
筋
川
は
、
県
の
管
理
区
域

に
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
県
で
は
、

予
算
や
事
業
採
択
内
容
等
の
見
直

し
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
、

県
の
動
向
を
み
て
、
地
元
と
協
議

調
整
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。
「
蛍
湖
ま
つ
り
」
は
十
一

回
目
を
迎
え
た
が
、
新
た
な
発
想

で
の
開
催
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

よ
う
な
の
で
、
主
催
者
の
中
筋
川

　
十
二
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
一
日
、
十
二
日
の
二

日
間
に
六
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

沖
本
年
男
 

議
員

横
瀬
川
ダ
ム
の
ゲ
ー
ト

操
作
に
つ
い
て

菊
地
　
徹
 

議
員

小
学
校
に
お
け
る

英
語
教
育
は

ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り

に
つ
い
て

四
一
一
億
円
の

木
材
資
源

【
質
問
順
位
に
よ
る
】



⑫

総
合
開
発
事
務
所
に
お
伝
え
す
る

中
で
、
蛍
湖
ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
検
討
し
て
頂
く
よ
う
に
し
た
い
。

A
　
南
海
地
震
な
ど
の
大
災
害
時

に
は
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
が

重
要
に
な
る
が
、
耐
震
診
断
の
状

況
や
補
強
計
画
に
つ
い
て
聞
く
。

　B
　
市
内
の
公
共
施
設
は
小
中
学

校
を
は
じ
め
老
朽
化
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
小
中
学
校
校
舎
の
耐

震
補
強
が
重
要
で
あ
り
、
今
年
度

は
咸
陽
小
学
校
、
大
島
小
学
校
の

第
二
次
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
来

年
度
に
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
平
成
二
十

年
度
以
降
も
、
小
中
学
校
等
の
耐

震
診
断
、
耐
震
補
強
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。

A
　
二
○
○
七
年
に
は
宿
毛
市
で

も
宿
毛
局
、
平
田
局
の
二
局
で
地

デ
ジ
放
送
が
始
ま
る
。
現
在
ア
ナ

ロ
グ
放
送
を
受
信
で
き
て
い
る
場

所
で
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
あ
ま
ね

く
受
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
宿
毛
市
と
し
て
受
信
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
「
地
デ

ジ
難
視
聴
地
域
」
に
対
す
る
宿
毛

市
と
し
て
の
支
援
方
針
を
示
せ
。

B
　
地
デ
ジ
放
送
受
信
が
困
難
と

な
る
地
域
と
し
て
沖
の
島
の
西
地

区
約
一
三
七
世
帯
を
想
定
し
て
お
り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
放
送
事
業
者
に
早
急

な
対
応
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

当
市
の
共
聴
施
設
は
現
在
十
四
施

設
あ
り
、
地
デ
ジ
放
送
を
受
信
す

る
た
め
に
は
全
て
の
施
設
で
何
ら

か
の
改
修
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

国
の
支
援
措
置
が
明
確
に
な
っ
た

段
階
で
、
県
と
と
も
に
具
体
的
な

対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
総
務
省
の
新
た
な
制
度
の
利

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

A
　
市
内
に
お
い
て
も
働
き
盛
り

の
四
十
代
、
五
十
代
の
突
然
死
が

発
生
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
宿
毛
市
内
で
設
置
し
て
い
る
の

は
宿
毛
フ
ェ
リ
ー
な
ど
六
カ
所
だ

け
だ
。
宿
毛
市
役
所
庁
舎
な
ど
を

含
め
、
住
民
が
多
く
集
ま
る
市
内

の
公
共
施
設
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

B
　
突
然
死
の
ほ
と
ん
ど
が
心
臓

疾
患
だ
。
心
臓
微
細
動
の
状
態
が

続
く
と
一
○
分
後
に
は
ほ
と
ん
ど

の
人
が
死
に
至
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

正
常
な
状
態
に
戻
す
最
適
な
方
法
は
、

一
分
で
も
早
く
心
臓
へ
電
気
シ
ョ

ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
だ
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
今
後
も
順
次
設
置
し
た
い
が
、

厳
し
い
財
政
状
況
で
す
べ
て
の
公

共
施
設
に
直
ち
に
設
置
す
る
こ
と

は
困
難
だ
。
民
間
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
活

用
し
な
が
ら
可
能
な
限
り
設
置
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

A
　
い
ま
日
本
の
人
口
が
減
少
傾

向
と
な
る
中
で
、
少
子
化
対
策
は

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
子
育
て
世

帯
の
職
の
安
定
、
長
時
間
労
働
か

ら
の
解
放
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
、

教
育
条
件
や
保
育
環
境
等
を
充
実
し
、

安
心
し
て
出
産
し
子
育
て
で
き
る

政
策
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　B
　
わ
が
国
の
将
来
に
と
っ
て
少

子
化
が
現
実
の
問
題
と
な
っ
て
き
た
。

子
ど
も
は
社
会
の
宝
で
あ
り
、
未

来
の
力
で
も
あ
る
。
ゼ
ロ
歳
児
保

育
等
、
市
が
で
き
る
取
り
組
み
は

今
後
と
も
継
続
し
、
子
育
て
支
援

制
度
の
充
実
を
国
や
県
に
要
望
し

て
い
く
。

A
　
森
林
の
整
備
は
地
球
の
温
暖

化
対
策
や
地
域
の
山
地
崩
壊
対
策

の
上
で
、
ま
た
河
川
や
海
の
漁
業

を
守
る
上
で
も
大
切
で
あ
る
。
宿

毛
市
で
も
未
整
備
林
が
多
く
見
ら

れ
る
。
県
の
間
伐
支
援
事
業
の
他

に
、
他
の
自
治
体
の
よ
う
に
、
環

境
先
進
企
業
と
の
「
協
働
の
森
づ

く
り
事
業
」
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

B
　
宿
毛
市
の
未
整
備
私
有
林
一
○
、

三
七
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
五

年
間
で
約
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
県

の
支
援
事
業
等
で
間
伐
が
完
了
し
た
。

山
の
荒
れ
を
防
ぐ
こ
と
に
漁
民
の

協
力
も
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

企
業
と
の
「
協
働
の
森
づ
く
り
」
に

つ
い
て
も
、
県
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

A
　
二
○
○
六
年
六
月
の
国
会
で

中
川
　
貢
 

議
員

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
受
信
対
策
は

公
共
施
設
の
耐
震
化

に
つ
い
て

公
共
施
設
に
A
E
D

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
設
置
を

浅
木
　
敏
 

議
員

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

森
林
の
整
備
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
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医
療
制
度
が
改
悪
さ
れ
、
高
齢
者

の
医
療
費
窓
口
負
担
割
合
が
ふ
や

さ
れ
た
。
二
○
○
八
年
度
か
ら
は

七
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は
別

保
険
と
し
、
新
た
に
保
険
料
を
徴

収
す
る
こ
と
ま
で
決
め
ら
れ
た
。

払
え
な
い
高
齢
者
へ
の
資
格
証
明

書
の
発
行
な
ど
問
題
点
が
多
い
。

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
市
長
と
し

て
の
今
後
の
対
応
を
聞
く
。

B
　
質
問
議
員
は
悪
法
と
判
断
し

て
い
る
が
、
我
々
は
国
会
で
決
ま

っ
た
法
律
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

七
五
歳
以
上
の
人
か
ら
徴
収
す
る

保
険
料
は
、
全
国
平
均
で
月
額
六
、

二
○
○
円
。
議
員
の
指
摘
を
含
め
、

国
に
要
望
す
べ
き
も
の
は
し
、
広

域
連
合
に
申
し
入
れ
る
べ
き
こ
と

は
申
し
入
れ
る
。

A
　
来
年
度
か
ら
始
ま
る
、
「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
対
策
」
へ
の
対
応

に
つ
い
て
聞
く
。

B
　
本
事
業
は
、
地
域
ぐ
る
み
で

農
地
や
水
を
守
る
効
果
の
高
い
共

同
活
動
と
、
環
境
保
全
に
向
け
た

営
農
活
動
を
支
援
す
る
国
の
制
度

事
業
で
あ
る
。

　
事
業
の
特
徴
は
、
事
業
主
体
が

農
業
者
と
非
農
業
者
か
ら
な
る
集

落
組
織
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、

対
象
地
域
は
、
農
用
地
区
域
内
で

圃
場
整
備
が
さ
れ
た
平
た
い
と
こ

ろ
の
農
地
が
対
象
で
あ
る
。
今
回

の
対
象
面
積
は
市
内
で
七
〇
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

二
十
三
年
度
ま
で
の
事
業
で
あ
る
。

　
事
業
導
入
に
は
、
事
業
主
体
と

な
る
組
織
が
、
事
業
要
件
を
ク
リ

ア
し
、
計
画
書
等
を
作
成
し
、
四

月
に
市
と
協
定
を
結
ん
だ
後
、
集

落
組
織
が
直
接
、
高
知
県
の
協
議

会
へ
書
類
を
提
出
す
る
。

　
集
落
組
織
が
主
体
と
い
っ
て
も
、

書
類
の
作
成
や
組
織
の
運
営
に
お

い
て
、
市
の
指
導
や
助
言
が
必
要

で
あ
り
、
可
能
な
限
り
支
援
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　A
　
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事

業
を
、
来
年
度
は
実
行
を
見
合
わ

せ
る
学
校
が
ほ
と
ん
ど
と
聞
く
が
、

事
業
へ
の
取
り
組
み
と
現
状
を
聞
く
。

B
　
実
施
に
向
け
て
の
課
題
は
、

保
護
者
が
主
体
で
運
営
を
行
う
が
、

安
全
協
力
員
や
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
へ
の
、
謝
金
の
時
間
単
価
が
安

く
設
定
さ
れ
人
材
確
保
が
難
し
い

事
で
あ
る
。

　
ま
た
、
学
校
で
の
空
き
教
室
の

提
供
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

課
題
解
決
の
た
め
に
、
学
校
運
営

に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
範
囲
で
、

学
校
と
共
に
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
て
い
き
た
い
。

　
現
在
、
一
校
が
実
施
に
向
け
た

検
討
を
し
て
お
り
、
正
式
に
決
定

す
れ
ば
、
保
護
者
を
中
心
と
し
た

組
織
を
設
置
、
市
に
お
い
て
は
学

校
の
代
表
者
等
か
ら
な
る
運
営
委

員
会
を
設
置
し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
二
月
頃
に
は
、
実
施
要
綱
が
届

く
の
で
、
事
業
が
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
関
係
機
関
等
に
理
解
を

求
め
て
い
く
。

A
　
行
政
改
革
で
は
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
く
面
が
あ
る
。
各
課
に

お
い
て
市
民
と
協
働
し
て
行
え
る

行
政
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

所
見
を
聞
く
。

B
　
地
方
行
政
を
進
め
て
い
く
上

で
市
民
と
の
協
働
が
本
当
に
必
要

な
時
期
に
き
て
い
る
。
住
民
が
主

人
公
で
あ
る
と
同
時
に
、
住
民
の
方
々

に
は
行
政
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

ま
た
、
私
が
全
国
地
域
づ
く
り
協

議
会
会
長
と
い
う
立
場
で
入
手
で

き
た
事
例
等
も
紹
介
し
て
、
地
域

振
興
や
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
。

A
　
市
は
除
草
剤
を
使
わ
な
い
稲

作
の
た
め
に
、
紙
マ
ル
チ
に
よ
る

テ
ス
ト
栽
培
等
に
補
助
金
を
つ
け

一
定
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、

ハ
ー
ド
と
共
に
ソ
フ
ト
も
含
め
一

体
的
な
対
応
を
し
な
く
て
は
本
来

の
効
果
は
出
な
い
と
考
え
る
が
所

見
を
聞
く
。

B
　
事
業
に
つ
い
て
は
横
断
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
取
り
組
み
の

必
要
は
あ
る
が
定
員
削
減
の
中
で

人
的
ゆ
と
り
が
な
い
た
め
、
振
興

課
と
し
て
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

組
織
力
を
高
め
て
事
業
の
効
果
を

出
し
て
い
き
た
い
。

A
　
同
国
調
に
絡
ん
で
裁
判
が
行

わ
れ
て
い
る
筆
界
（
境
界
）
未
定

地
が
永
年
続
く
と
土
地
利
用
の
制

限
を
受
け
、
地
価
も
下
が
る
。
国

調
に
至
る
経
過
を
含
め
登
記
関
係

を
見
る
と
問
題
が
あ
る
。
国
調
を

実
施
し
た
市
と
し
て
解
決
策
を
探

る
た
め
に
も
再
検
証
す
る
つ
も
り

は
な
い
か
。

B
　
同
事
業
に
つ
い
て
は
平
成
元

年
に
法
務
局
へ
送
付
し
た
も
の
の

中
で
境
界
が
確
定
で
き
な
か
っ
た

区
域
が
筆
界
未
定
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
区
域
が
広
域
で
あ
る
た
め
、

平
成
七
年
よ
り
十
二
年
に
か
け
て

筆
界
未
定
解
除
事
業
と
し
て
二
十

名
の
地
権
者
と
協
議
し
た
が
一
名

の
反
対
で
中
止
と
な
り
、
ま
た
平

成
十
五
年
に
は
部
分
解
除
に
取
り

組
ん
だ
が
こ
れ
も
一
件
の
同
意
が

得
ら
れ
ず
中
止
に
至
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
過
去
の
経
過
に
つ
い
て
私

自
身
把
握
し
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
。

裁
判
の
経
過
を
見
た
り
、
市
と
し

て
何
が
で
き
る
か
真
剣
に
考
え
て

い
き
た
い
。

寺
田
公
一
 

議
員

有
機
の
里
構
想
等
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

池
島
の
国
土
調
査

に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

田
中
徳
武
 

議
員

市
民
と
協
働
の
行
政
を

教
育
行
政
に
つ
い
て



⑭

陳
情

第
48
号

第
49
号

第
50
号

第
51
号

第
52
号

第
53
号

第
54
号

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

採
　
　
択

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

採
　
　
択

採
　
　
択

採
　
　
択

（
今
議
会
提
出
分
）

市
道
貝
塚
線
及
び
貝
塚
団
地
一
号
線
の
排
水
溝
の
整

備
に
つ
い
て

四
季
の
丘
と
貝
塚
地
区
を
結
ぶ
防
災
道
路
の
整
備
に

つ
い
て

貝
塚
団
地
四
号
線
の
排
水
路
起
点
の
改
修
に
つ
い
て

貝
塚
史
跡
隣
接
道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て

東
貝
塚
横
農
道
の
舗
装
に
つ
い
て

森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業
政
策
と
国
有
林
野
事

業
の
健
全
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

医
師
不
足
を
解
消
し
、
地
域
医
療
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

番
　
号

　
平
成
十
八
年
第
四
回
定
例
会

に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
を

全
会
一
致
を
も
っ
て
、
同
意
し

ま
し
た
。

○
教
育
委
員
の
選
任

　
岡
松
　
泰
氏
（
新
任
）

　
宿
毛
市
小
筑
紫
町
伊
与
野

四
二
七
番
地
一
号

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
今
城
瑞
代
氏
（
新
任
）　

　
宿
毛
市
平
田
町
黒
川

二
七
三
二
番
地

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

宿
毛
市
名
誉
市
民
に
次
の
方
々

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
奥
谷
　
博
氏

　（
洋
画
家
）

　
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
長
柄

一
六
四
二
番
地
一
九
九
号

　
奥
島
孝
康
氏

　（
元
第
十
四
代
早
稲
田
大
学
総
長
）

　
東
京
都
新
宿
区
戸
塚
町

一
番
地
一
○
四
号

◎
一
般
国
道
五
六
号
中
村
宿
毛
道

路
の
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見

書
　
本
市
が
位
置
す
る
四
国
西
南
地

域
は
各
種
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
遅
れ
て
お
り
、
空
港
か
ら
の
時

間
距
離
が
全
国
で
最
も
遠
い
地
域

の
一
つ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
般
国
道
五
六
号
平
田
・

宿
毛
間
は
洪
水
時
に
は
道
路
冠
水

等
に
よ
り
交
通
が
遮
断
さ
れ
る
区

間
が
あ
り
、
生
産
物
の
輸
送
や
、

救
急
医
療
、
台
風
、
地
震
等
の
防

災
対
策
上
、
大
き
な
支
障
と
な
っ

て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
昭
和
五
四
年

に
工
事
着
手
さ
れ
た
一
般
国
道
五

六
号
中
村
・
宿
毛
道
路
の
整
備
は

県
都
や
中
央
の
大
都
市
へ
の
移
動

時
間
の
短
縮
や
地
域
の
産
業
・
経

済
の
振
興
、
ま
た
、
災
害
時
に
お

け
る
救
急
医
療
、
緊
急
輸
送
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
と
も
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
課
題
で
あ
る
。

　
現
在
、
全
延
長
二
三
・
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
間
イ
ン
タ
ー

よ
り
平
田
イ
ン
タ
ー
間
七
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
が
平
成
十
四
年
九
月
に
供

用
開
始
さ
れ
、
平
田
イ
ン
タ
ー
か

ら
宿
毛
イ
ン
タ
ー
間
に
つ
い
て
も

平
成
二
一
年
度
供
用
開
始
目
標
で

進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
一
部
で
用
地
買
収
が
行
わ
れ
て

い
る
も
の
の
、
工
事
に
は
未
着
手

で
あ
り
、
現
在
の
進
捗
状
況
で
は

供
用
開
始
が
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
一
般
国
道
五
六
号
中
村
・
宿
毛

道
路
の
整
備
促
進
は
、
交
通
の
円

滑
化
と
安
全
性
確
保
と
と
も
に
、

活
力
に
満
ち
た
地
域
づ
く
り
を
行

う
た
め
に
も
、
緊
急
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
平
田
イ
ン
タ
ー
か
ら
宿
毛

イ
ン
タ
ー
間
（
二
一
工
区
）
の
早

期
完
成
を
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

　＊
以
下
紙
面
の
都
合
に
よ
り
本
文

は
割
愛
し
ま
す
。

◎
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
対

策
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書

◎
医
師
不
足
を
解
消
し
、
地
域
医

療
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　（
提
出
先
は
、
国
及
び
高
知
県
）

◎
森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業

政
策
と
国
有
林
野
事
業
の
健
全

化
を
求
め
る
意
見
書

人

事

案

件

意

見

書

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
意
見
書
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

▼ 

請 

願
・
陳 

情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
は
景
気
が
大
き
く
回
復
し

た
と
公
表
し
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
の
地
域
は
一
向
に
そ
の
気

配
が
な
い
ば
か
り
か
、
よ
り
一
層
、

地
方
の
財
政
状
況
は
悪
化
し
、

市
民
へ
の
影
響
も
深
刻
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
議
会
は
元

気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
、
市
民

福
祉
の
向
上
、
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

新
し
い
年
が
、
み
な
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
穏
や
か
で
良
き
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

〈
編
集
委
員
〉

蘢

沖

本

年

男

蘢

有

田

都

子

蘢

寺

田

公

一

蘢

西

郷

典

生

蘢

菱

田

征

夫

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
十
二
月
定
例
会
の
会
議
録
は

三
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

市 議 会 の 権 限

　市議会には、宿毛市の意思を決定する機関として、いろいろな権限が与えられています。そのい
くつかをご紹介いたします。

条例の制定・改廃、予算の決定、決算の認定、重要な契約の締結など、市政の重要な
事項について議決する権限。
議長、副議長、選挙管理委員会委員などを選挙する権限。
助役、収入役、監査委員、教育委員会委員などの選任に同意を与える権限。

市議会が市の行政を監視する一つの方法で、市の事務が議決どおり執行されているか
どうか検査したり、監査委員に監査の請求をする権限。
市議会が市の事務に関する調査を行う権限。
市議会が市の公益に関することについて、国などの関係機関に対し意見書を提出する
権限。
市民の要望や意見を市の行政に反映させるため、市民から提出された請願書を受け付
け、審議し処理する権限。

議　決　権

選　挙　権

同　意　権

検査及び監査請求権

調　査　権

意見書提出権

請願受理権

議会の傍聴は、どなたでもできます。

次の定例会は３月上旬の予定です。詳しくは、

議会事務局までお問い合わせください。（蕁６３－２９０７）

また、委員会も傍聴できます。

●議会を傍聴しませんか…

〜
編
集
後
記
〜

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★



⑯

泉
　

正
史
さん

㈱
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所

取
締
役
副
社
長

い
ず
み

ま
さ
し

木
下
　

育
美
さん

国
土
交
通
省
東
京
航
空
交
通
管
制
部

航
空
管
制
官

き
の
し
た

い
く
み

高
橋
　

伍
郎
さん

筑
波
大
学

名
誉
教
授

た
か
は
し

ご
ろ
う

伊
藤
　

偵
之
さん

医
学
博
士

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー

い
と
う

よ
し
ゆ
き

大
ぞ
の
千
恵
子
さん

㈱
サ
ン
エ
リ
ア

代
表
取
締
役
社
長

お
お

ち

え

こ

岡
本
　

知
高
さん

ソ
プ
ラ
ニ
ス
タ撮

影
・・
ハ
ー
ビ
ー
山
口

お
か
も
と

と
も
た
か

恩
田
　

良
一
さん

全
日
本
空
輸
㈱
東
京
支
店

新
規
顧
客
開
発
室
　
セ
ー
ル
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

お
ん
だ

り
ょ
う
い
ち

口
元
　

周
策
さん

早
稲
田
大
学

創
立
１２５
周
年
記
念
事
業
募
金
局
長

く
ち
も
と

し
ゅ
う
さ
く

後
藤
　

由
美
子
さん

早
稲
田
大
学

総
長
室
　

副
室
長

ご
と
う

ゆ

み

こ

菅
原
　

英
基
さん

マ
ジ
シ
ャ
ン

す
が
わ
ら

ひ
で
き

立
田
　

弘
士
さん

全
日
本
空
輸
㈱
東
京
支
店

法
人
販
売
部
　

担
当
部
長

た
つ
た

ひ
ろ
し

玉
木
　

良
知
さん

国
土
交
通
省

総
合
政
策
局
　

総
務
課
長

た
ま
き

よ
し
と
も

高
橋
　

良
定
さん

㈱
小
松
製
作
所

生
産
本
部
粟
津
工
場
長

た
か
は
し

よ
し
さ
だ

瀧
澤
　

滋
さん

全
日
本
空
輸
㈱
東
京
支
店

法
人
販
売
部
　

課
長

た
き
ざ
わ

し
げ
る

　
本
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
県
外

で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
を
「
宿
毛
大
使
」

と
し
て
任
命
し
、
本
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
お
よ
び
観
光
や
産
業
の

振
興
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

宿
毛
大
使

ご
紹
介

全
24
名

※ご紹介は五十音順

中
に
居
る
と
見
え
に
く
い
、

　
　
そ
ん
な
宿
毛
の
魅
力
を
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豊
ノ
島
　

大
樹
さん

関
　

取
（
時
津
風
部
屋
）

と
よ
の
し
ま

だ
い
き

中
尾
　

ミ
エ
さん

歌
　

手
女
　

優
な
か
お

中
西
　

清
起
さん

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

ピ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
チ

な
か
に
し

き
よ
お
き

西
田
　

正
紀
さん

㈱
小
松
製
作
所

総
務
部
長

に
し
だ

ま
さ
み
ち

萩
原
　

智
子
さん

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

水
泳
選
手

は
ぎ
わ
ら

と
も
こ

橋
本
　

秀
基
さん

㈱
日
本
航
空
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

空
港
運
営
企
画
部
　

専
任
部
長

は
し
も
と

ひ
で
き

日
野
　

乾
太
郎
さん

商
船
三
井
客
船
㈱

代
表
取
締
役
社
長

ひ
　
の

け
ん
た
ろ
う

平
松
　

里
恵
さん

全
日
本
空
輸
㈱
東
京
支
店

法
人
販
売
部
　
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

ひ
ら
ま
つ

り
　
え

由
良
　

和
久
さん

日
本
ク
ル
ー
ズ
客
船
㈱

船
　

長
ゆ
　
ら

か
ず
ひ
さ

米
盛
　

重
保
さん

琉
球
大
学
　

農
学
部

助
教
授

よ
ね
も
り

し
げ
や
す

年
４
億
円
の
税
金
が
…

　
宿
毛
市
民
一
人
当
り
の
ご
み
は
、

年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
ご
み
処
理
経
費
は
増
え
続

け
、
今
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

税
金
を
約
４
億
円
も
使
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
今
後
も
増
え

続
け
、
市
の
財
政
を
圧
迫
し
続
け

て
し
ま
い
ま
す
。

　
今
日
か
ら
ご
み
減
量
化
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

ア
イ
デ
ア
大
募
集

　
で
は
、
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば

い
い
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
問
題
に
は
、
解
決
の
近
道

は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
、
今
で
き
る
小
さ
な
こ
と

を
ち
ょ
っ
と
だ
け
す
る
こ
と
で
し
か
、

前
に
進
む
方
法
は
な
い
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ご
み
減
量
化
小
作
戦

と
題
し
ま
し
て
、
今
回
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
「
私
が
し
て
い
る
小

さ
な
、
小
さ
な
ご
み
減
量
化
」
の

ア
イ
デ
ア
や
体
験
談
を
募
集
し
ま
す
。

た
ま
に
し
て
い
る
こ
と
で
も
、
必

ず
や
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
何
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
小
さ
な
、

小
さ
な
ご
み
減
量
化
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。
す
ぐ
で
き
そ
う
な
こ
と
、

ユ
ニ
ー
ク
な
作
戦
を
、
広
報
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

も
れ
な
く
マ
イ
バ
ッ
ク
を
差
し
上

げ
ま
す
。

　
応
募
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　応
募
期
間

　
期
間
を
定
め
て
い
ま
せ
ん
。

応
募
先

郵
 

送

〒
７８８
―

０００４
宿
毛
市
長
田
町
３
―

８０
―

１１

宿
毛
市
環
境
課
 

宛

＊
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル

kankyo@
city.sukum

o.kochi.jp

＊
「
す
く
も
ご
み
減
量
化
」
な
ど
内
容
が

分
か
る
件
名
を
必
ず
入
れ
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
紹
介
す
る
の
は
、
年
齢
と
性
別

の
み
で
す
が
、
賞
品
の
発
送
の
た
め
、

住
所
、
氏
名
を
忘
れ
ず
に
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
環
境
課
　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

日
本
全
国
さ
ら
に
は
世
界
中
に
、

　
　
　
伝
え
広
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
そ
う

｜
ご
み
減
量
化
小
作
戦

｜



⑱

......................................................................................................................

......................................................................................................................

......................................................................................................................

......................................................................................................................

　
毎
年
、
１２
月
４
日
〜
１０
日
の
人

権
週
間
に
ち
な
ん
で
、
宿
毛
市
で

も
記
念
行
事
と
し
て
市
内
小
・
中

学
校
か
ら
人
権
に
関
す
る
標
語
と

作
文
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
　

　
そ
の
中
か
ら
優
秀
作
品
と
し
て

標
語
が
１０
点
、
作
文
が
１０
点
選
ば
れ
、

１２
月
４
日
（月）
、
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
表
彰
と
人
権
作

文
の
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
発
表
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
１

編
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　人
権
に
つ
い
て片

島
中
学
校
３
年
　

　
　
宮
本
　
佳
奈

　
最
近
、
学
活
や
総
合
の
時
間
に
、

人
権
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

特
に
多
い
の
が
、「
い
じ
め
や
差
別

に
つ
い
て
」
で
、
学
習
プ
リ
ン
ト

に
は
よ
く
、「
人
権
と
は
な
ん
だ
と

思
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
の
が
あ
り
、

そ
の
答
え
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
い
じ

め
や
差
別
を
し
な
い
こ
と
」
と
い

う
も
の
で
す
。
確
か
に
い
じ
め
や

差
別
を
し
な
い
こ
と
は
、
人
権
を

守
る
た
め
に
大
切
な
事
で
す
が
「
人

権
」
＝
「
い
じ
め
や
差
別
を
し
な
い
」

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を

強
く
思
い
始
め
た
の
が
、
部
活
の

合
宿
の
2
週
間
ほ
ど
前
か
ら
で
す
。

そ
の
頃
私
の
部
で
は
、
や
る
気
を

な
く
し
た
人
が
出
始
め
て
い
て
「
明

日
は
や
る
だ
ろ
う
…
。
」
と
い
う
感

じ
で
、
た
い
し
て
注
意
も
せ
ず
に

い
ま
し
た
。
日
が
た
つ
に
つ
れ
、

そ
れ
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
て
、

無
断
で
休
む
者
も
出
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、

み
ん
な
の
気
持
ち
は
バ
ラ
バ
ラ
で

改
善
さ
れ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

ま
す
ま
す
悪
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

や
る
人
は
ほ
ん
の
少
数
で
、
や
ら

な
い
人
は
ベ
ラ
ン
ダ
で
し
ゃ
べ
っ

て
時
間
を
つ
ぶ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
や
っ
て
い
た
人
も
ダ

ラ
ダ
ラ
に
な
っ
て
き
て
、
去
年
の

先
輩
か
ら
、「
い
ま
ま
で
や
っ
て
き

た
こ
と
を
無
駄
に
し
な
い
で
ほ
し
い
」

と
か
、「
み
ん
な
が
一
つ
に
な
っ
て

が
ん
ば
れ
」
と
か
、
他
に
も
た
く

さ
ん
の
厳
し
い
言
葉
を
手
紙
を
通

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
手
紙

を
読
ん
で
か
ら
、
み
ん
な
が
少
し

ず
つ
や
る
気
を
と
り
戻
し
て
、
合

宿
で
は
集
中
し
て
練
習
す
る
こ
と

が
で
き
、
コ
ン
ク
ー
ル
ま
で
一
生

懸
命
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
本
番
も

精
一
杯
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
、

み
ん
な
で
「
が
ん
ば
っ
た
ね
。」
と

言
い
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
で
き
ご
と
か
ら
、
一
人
ひ
と

り
の
気
持
ち
が
ど
ん
な
に
大
切
か

良
く
分
か
り
ま
し
た
。

　
「
私
一
人
く
ら
い
」
と
思
う
な
と
、

よ
く
先
生
に
注
意
さ
れ
る
け
ど
、

そ
ん
な
に
し
っ
か
り
考
え
た
り
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
こ
の
経

験
か
ら
こ
の
言
葉
の
意
味
と
重
さ

を
ち
ゃ
ん
と
受
け
と
め
な
く
て
は

い
け
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。
三

十
七
人
の
活
動
の
中
で
、「
私
一
人

く
ら
い
…
」
と
い
う
考
え
が
「
全
体
」

に
伝
わ
る
速
さ
を
い
や
と
い
う
ほ

ど
思
い
し
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
て
考
え
て
み
る
と
、
人
権
と
い

う
の
は
、「
い
じ
め
や
差
別
を
し
な

い
」
だ
け
で
は
な
く
て
、「
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
し
て
、
自
分
勝
手

な
行
動
を
と
ら
な
い
」
と
い
う
意

味
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
生
た

ち
が
、
い
く
ら
「
悪
口
を
言
う
な
」

と
か
「
み
ん
な
平
等
だ
」
と
か
き

れ
い
ご
と
を
並
べ
た
と
こ
ろ
で
解

決
す
る
ほ
ど
カ
ン
タ
ン
な
問
題
で

は
な
い
し
、
実
際
、
ほ
ん
の
数
人

の
心
に
し
か
届
い
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
を
抑

え
つ
け
る
よ
う
な
大
き
な
問
題
で

は
な
く
、「
人
の
話
を
ち
ゃ
ん
と
聞

く
」
と
か
「
そ
う
じ
を
し
っ
か
り

す
る
」
と
か
、
そ
う
い
う
日
常
生

活
で
少
し
で
も
意
識
し
や
す
い
こ

と
を
ち
ょ
っ
と
ず
つ
呼
び
か
け
て

い
け
ば
、
人
の
気
持
ち
の
分
か
る

生
徒
も
増
え
て
い
く
と
思
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
の
学
校
に
限
ら

ず
い
じ
め
を
し
た
り
問
題
を
起
こ

し
た
り
す
る
生
徒
は
、先
生
に
、「
ま

た
お
前
か
？
」
と
、
疑
い
を
か
け

ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
う
。
だ

か
ら
、
そ
う
い
う
問
題
を
な
く
し

た
け
れ
ば
、
先
生
た
ち
は
ど
ん
な

生
徒
で
も
疑
わ
ず
、
生
徒
み
ん
な

に
平
等
な
接
し
方
を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
そ
れ

か
ら
も
う
一
つ
、
い
じ
め
を
す
る

子
や
、
心
に
問
題
を
か
か
え
て
い

る
子
は
、
何
か
を
伝
え
た
か
っ
た
り
、

振
り
向
い
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
い
た
り
す
る
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
先
生
や
親
は
、
そ

う
い
う
子
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
、

温
か
い
目
で
見
守
っ
て
あ
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
す
れ
ば
、い
じ
め
の
あ
る
学
校
も
、

こ
う
い
う
話
し
合
い
も
減
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
意
識
で

き
て
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
し
、

心
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
と
の

関
わ
り
も
少
な
い
の
で
、
努
力
し

て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。宮本 佳奈 さん

みんなで創ろう人権のまち

一人ひとりを大切に…
人権推進課　蕁６２―０２２５

人権シリーズ 228
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日
　
時

　
２
月
２４
日
（土）
〜
２６
日
（月）

　
９
時
〜
１６
時

　
※
最
終
日
は
１５
時
ま
で

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ひ
か
り
共
同
作
業
所

　
蕁
６
３
―

５
４
６
９

料
理
教
室
・
物
づ
く
り
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
１２
月
９
日
・
１０
日
文
教
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
料
理
教
室
と
物
づ
く

り
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
料
理
教
室
は
小
学
生
２１
名
が
参

加
し
て
小
筑
紫
地
区
の
郷
土
料
理

で
あ
る
鯛
め
し
と
さ
つ
ま
汁
を
作

っ
た
ほ
か
、
調
理
実
習
を
通
し
て

地
元
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
食
べ
物

に
つ
い
て
の
風
習
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
物
づ
く
り
教
室
で
は
ミ

ニ
門
松
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
親
子

で
力
を
あ
わ
せ
て
竹
を
切
断
し
て

形
を
整
え
、
飾
り
付
け
を
行
い
立

派
な
門
松
が
で
き
ま
し
た
。

宿
毛
市
囲
碁
・
将
棋
名
人

戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
１
月
１４
日
（日）
宿
毛
文
教
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
第
十
八
期
宿
毛
市

囲
碁
・
将
棋
名
人
戦
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
熱
気
に
包
ま
れ
た
会
場
の
中
で

は
市
内
外
か
ら
１
２
０
名
が
参
加
し
、

真
剣
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
部
門
別
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

囲
 

碁
 

名
 

人

　
小
野
　
善
成
（
宿
毛
市
）

将
 

棋
 

名
 

人

　
永
野
　
正
卓
（
黒
潮
町
）

囲
 

碁（
Ａ
）

　
準
優
勝
　
大
塚
　
金
重（
四
万
十
市
）

　
３
　
位
　
田
中
　
豊
一（
香
美
市
）

囲
 

碁（
Ｂ
）

　
優
　
勝
　
善
家
　
昭
彦（
愛
南
町
）

　
準
優
勝
　
刈
谷
　
富
広（
四
万
十
市
）

　
３
　
位
　
西
川
　
孝
士（
宇
和
島
市
）

囲
 

碁（
子
ど
も
）

　
優
　
勝
　
豊
田
　
敦
司（
南
国
市
）

　
準
優
勝
　
秋
月
龍
太
郎（
四
万
十
市
）

　
３
　
位
　
川
村
　
直
也（
大
月
町
）

将
 

棋（
子
ど
も
）

　
優
　
勝
　
岩
瀬
　
　
航（
四
万
十
町
）

　
準
優
勝
　
中
脇
　
隆
志（
四
万
十
町
）

　
３
　
位
　
岩
瀬
　
晃
人（
四
万
十
町
）

将
 

棋（
Ａ
）

　
準
優
勝
　
近
松
　
和
彦（
宿
毛
市
）

　
３
　
位
　
松
田
　
幸
道（
大
月
町
）

将
 

棋（
Ｂ
）

　
優
　
勝
　
藤
本
　
三
郎（
宿
毛
市
）

　
準
優
勝
　
黒
萩
　
洋
一（
宿
毛
市
）

　
３
　
位
　
早
川
　
操（
土
佐
清
水
市
）

第
４
回
ひ
か
り
共
同
作
業
所

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画
展
開
催

　
ひ
か
り
共
同
作
業
所
の
活
動
を
支

援
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画
展
を
開

催
し
ま
す
。

　
企
画
展
で
は
作
業
所
の
活
動
内
容

の
紹
介
や
、
利
用
者
や
公
民
館
サ
ー

ク
ル
な
ど
が
作
っ
た
さ
を
り
織
り
や

陶
芸
品
な
ど
の
展
示
、
販
売
の
ほ
か

バ
ザ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
今
回
は
、
昨
年
１２
月

に
公
民
館
で
実
施
し
た
は
じ
め
て
の

陶
芸
教
室
作
品
展
や
ち
ぎ
り
絵
の
作

品
展
示
を
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

坂本図書館の新刊案内

蘚絵でみる港の歴史
アン・ミラード 文／スティーブ・ヌーン 絵／さ･え･ら書房

蘚いたずらカメムシはゆかいな友だち
谷本 雄治 文／つだ かつみ 絵／くもん出版

蘚巣をつくるあなをほる　虫の子育て
アンネ・メッラー 文・絵／今泉 みね子 訳／岩波書店

蘚もぐらのグラボー
ルイズ＝ムルシェツ 作・絵／山室 静 訳／新栄堂書店

蘚海駆ける騎士の伝説
ダイアナ・ウィン・ジョーンズ 作／野口 絵美 訳／徳間書店

１００年に１度現れるという伝
説の騎士たちを目にした１２歳
のアレックスと４つ年上の姉
セシリアは、謎を解こうと、
海辺の小島へ向う。流砂の中
に隠された道を見つけたふた
りは、少年大公・エヴェラー
ドが治める世界へ･･･？

蘚旬を食べる和食薬膳のすすめ
武 鈴子 著／家の光協会

蘚2007年団塊定年！　日本はこう変わる
原田 泰・鈴木 準 編著／日本経済新聞社

蘚赤ちゃんと暮らす
　ナチュラル・クリーニング

佐光 紀子 著／ブロンズ新社

蘚モノレールねこ
加納 朋子 著／文芸春秋

蘚プロ論。3
B‐ing編集部 編／出井 伸之ほか 著／徳間書店

学歴でも会社名でもなく、ど
んな仕事をしてきたか。最後
は、それで決まる。仕事が面
白くなる５０人のコトバを収
録。なぜ仕事で行き詰るのか
の疑問に答える。

問い合わせ先

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

文教センター
だより

歴史と文化の情報発信　みんなのふれあいスポット



⑳

消
防
団
に
感
謝

　
年
末
年
始
の
諸
行
事
を
終
え
、

何
か
ホ
ッ
と
一
息
の
２
月
を
お
迎

え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
原
稿

は
１
月
５
日
締
切
と
い
う
こ
と
で
、

出
初
式
、
成
人
式
の
感
想
は
書
け

ま
せ
ん
が
、
広
報
の
中
に
は
掲
載

さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
恒
例
の
行
事
が
あ

ち
こ
ち
で
催
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
私
も
１２
月
３０
日
夜
は
歳

末
警
戒
に
当
っ
て
い
る
各
地
区
の

消
防
団
詰
所
を
訪
問
し
て
、
こ
の

１
年
の
働
き
や
訓
練
に
感
謝
し
、

今
後
の
地
域
防
災
に
尚
一
層
の
御

尽
力
を
お
願
い
し
て
参
り
ま
し
た
。

昨
年
は
例
年
に
な
く
火
事
が
多
く

あ
り
ま
し
た
が
、
消
防
団
の
皆
様

の
お
か
げ
で
、
大
事
（
類
焼
）
に

な
ら
ず
助
か
っ
て
い
ま
す
。
大
島

の
火
事
で
は
団
員
が
３
名
負
傷
も

し
ま
し
た
。
地
域
を
守
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
団
員
の
皆
さ
ま
に
は
大

変
な
ご
苦
労
を
お
か
け
し
て
い
る

こ
と
を
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
ご
理

解
い
た
だ
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
コ
ー
ス

　
１
月
２
日
の
新
春
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
は
、
昨
年
と
実
施
場
所
を
変
更

し
て
福
祉
セ
ン
タ
ー
発
着
地
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。
選
手
の
立
場

に
な
れ
ば
、
応
援
の
方
の
た
く
さ

ん
い
る
町
の
中
を
走
る
方
が
励
み

に
も
な
り
気
力
も
充
実
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
の
思
い
か
ら
少
々

強
引
で
し
た
が
変
更
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
日
は
小
雨
の
中
で
、

沿
道
の
応
援
は
若
干
少
な
め
と
は

言
え
選
手
か
ら
「
た
く
さ
ん
応
援
し

て
く
れ
た
」
と

の
言
葉
を
き
き
、

良
か
っ
た
な
あ
。

折
角
の
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
、県

内
外
か
ら
の

ラ
ン
ナ
ー
に

と
っ
て
時
期
、

種
目
、運
営
に

つ
い
て
、何
が

ベ
タ
ー
か
を

考
え
て
み
る

必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

　
職
員
に
対
す
る
年
頭
挨
拶
で
は
、

約
２０
分
に
亘
っ
て
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
話
し
ま
し
た
が
、
事
を
成
す

に
は
皆
が
気
力
・
活
力
を
充
実
さ

せ
、目
的
を
持
ち
、
夢
を
持
っ
て
知

恵
を
出
し
合
っ
て
欲
し
い
、
そ
れ

に
は
自
分
の
健
康
を
大
切
に
し
、「
笑

顔
と
挨
拶
」
、組
織
で
仕
事
を
す
る

た
め
の
「
報
告
・
連
絡
・
相
談（
報
・

連
・
相
）」
を
常
に
念
頭
に
置
い
て

欲
し
い
こ
と
を
協
調
し
ま
し
た
。

市
か
ら
民
へ

　
市
民
の
皆
様
へ
は
一
つ
、
市
役

所
の
仕
事
で
、
民
間
に
任
せ
て
く

れ
た
ら
で
き
る
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
申
し
出
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
職
員
に
も

「
こ
の
仕
事
は
民
間
に
任
せ
て
良
い

と
思
う
事
項
」
の
提
案
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
内
部
か
ら
見
る
目

と
外
部
か
ら
見
る
目
の
双
方
向
の

見
方
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
と
思

い
ま
す
。講

　
習
　
会

　
１２
月
１７
日
夜
回
り
先
生
こ
と
水

谷
修
氏
の
講
演
会
を
聴
き
ま
し
た
。

普
通
の
先
生
で
は
体
験
で
き
な
い

こ
と
を
自
ら
進
ん
で
体
験
し
た
こ
と
、

思
わ
ず
落
涙
の
場
も
あ
り
、
人
や

生
徒
に
接
す
る
態
度
に
は
「
人
」

に
対
す
る
「
や
さ
し
さ
」
が
根
底

に
あ
る
。
い
け
な
い
こ
と
は
ダ
メ
。

話
を
聴
い
て
あ
げ
る
。
親
身
に
な

っ
て
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
モ
ノ

を
言
う
。
ほ
め
て
肯
定
的
な
態
度

で
発
言
す
る
。
笑
顔
と
挨
拶
、
ギ

ス
ギ
ス
し
た
人
間
関
係
が
こ
の
笑

顔
と
挨
拶
で
融
和
す
る
。
お
互
い

声
か
け
、
家
庭
が
、
学
校
が
、
地

域
が
明
る
く
元
気
に
な
る
。
こ
う

い
う
講
演
の
要
約
版
は
広
報
に
載

せ
る
と
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
に

い
い
で
す
ネ
。

人
の
誘
致

　
年
末
年
始
、
宿
毛
に
も
県
外
ナ

ン
バ
ー
の
車
が
た
く
さ
ん
走
っ
て

い
ま
し
た
。
帰
省
や
観
光
や
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
来
ら
れ
た
方
々
と

思
い
、
こ
の
車
の
方
々
が
宿
毛
に

定
住
し
て
く
れ
れ
ば
良
い
な
あ
と

思
い
つ
つ
、
団
塊
の
世
代
の
定
年

が
始
ま
り
ま
す
。
市
民
の
親
類
、

友
人
知
人
に
、
宿
毛
へ
帰
り
た
い

と
い
う
方
い
ま
せ
ん
か
。
市
と
し

て
は
関
東
や
関
西
の
、
都
会
の
す

く
も
会
へ
昨
年
手
紙
を
出
し
て
、「
定

年
過
ぎ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
」
と
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
反
応
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
田
舎

で
育
っ
た
人
は
郷
愁
の
念
を
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ご
自
分
の

回
り
に
そ
う
い
う
方
が
お
ら
れ
た

ら
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
市
役
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
雇
用
の
場
確
保

の
企
業
誘
致
も
大
切
で
す
が
、
一

方
で
大
切
な
こ
と
は
「
人
の
誘
致
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
都
会
の

暮
ら
し
を
や
め
宿
毛
へ
帰
っ
て
、

で
き
れ
ば
友
人
も
誘
っ
て
き
て
く

れ
て
、
い
ろ
い
ろ
ア
イ
デ
ア
を
出

し
て
も
ら
っ
て
地
域
お
こ
し
を
共

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
事
業
を

お
こ
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気

持
ち
で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

選
挙
費
用

　
知
事
の
官
製
談
合
で
金
銭
授
受

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
全
国
の
知
事

が
集
ま
っ
て
入
札
の
仕
方
が
悪
み

た
い
に
言
っ
て
入
札
改
善
を
う
た

っ
て
い
ま
す
が
、
お
か
し
い
と
思

い
ま
す
。
入
札
改
善
も
必
要
な
こ

と
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
何
故
、

知
事
が
金
を
欲
し
た
か
が
何
も
議

論
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
お
金
は
あ

る
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

何
故
に
庶
民
感
覚
と
か
け
離
れ
た

お
金
が
必
要
な
の
か
が
解
明
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
事
項
が
あ
る
中
で
、
そ

の
一
つ
が
選
挙
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
全
県
的
に
す
れ
ば
事
務
所

経
費
や
事
前
の
活
動
費
等
、
客
観

的
に
み
て
、
必
要
経
費
が
か
か
り

過
ぎ
と
い
う
の
は
国
会
議
員
も
含

め
て
全
て
の
政
治
家
が
わ
か
っ
て

い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ

の
時
代
、
少
し
は
頭
の
良
い
人
が

実
情
を
知
っ
て
金
の
か
か
ら
ぬ
選

挙
に
、
法
改
正
を
し
て
で
も
持
っ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

多
選
が
悪
い
と
か
本
質
を
は
ず
れ

た
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
逮
捕
さ
れ
た
知
事
本

人
の
資
質
の
問
題
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
こ
の
県
民
に
と
っ
て

は
残
念
な
こ
と
で
す
。



広報すくも  2007.2澡

名
誉
市
民
と
宿
毛
大
使

　
名
誉
市
民
の
こ
と
広
報
１
月
号

で
も
紹
介
し
ま
し
た
。
奥
谷
先
生
、

奥
島
先
生
、
に
第
１
号
と
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
名
誉
市
民
は

市
長
が
発
案
し
て
議
会
の
同
意
を

得
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
宿
毛
市

へ
の
こ
れ
ま
で
の
貢
献
度
を
第
一

に
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

御
両
氏
は
現
在
市
外
に
お
住
ま
い

で
す
が
、
今
後
も
市
民
の
誇
り
と

し
て
皆
さ
ま
の
敬
愛
の
対
象
と
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
二
人
へ
の
称
号
贈
呈
式
は
、

奥
谷
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

文
化
庁
の
主
催
事
業
で
日
本
芸
術

院
会
員
の
学
校
派
遣
で
２
月

１６
、

１７
日
と
咸
陽
小
学
校
お
よ
び
宿
毛

中
学
校
に
見
え
ら
れ
ま
す
。
出
身

校
で
あ
り
ま
す
宿
毛
中
学
校
で
の

講
演
時
に
、
一
方
奥
島
先
生
に
お

か
れ
ま
し
て
は
３
月

１０
日
開
催
予

定
の
梓
立
祭
に
て
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
催
し
の
時
に
は
た

く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け

る
と
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

名
誉
市
民
の
一
方
で
、
昨
年
は
宿

毛
大
使
も
任
命
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

既
に
市
特
産
品
、
委
嘱
状
、
名
刺

を
お
渡
し
し
、
市
の
広
報
紙
を
毎

月
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
市
の
行
事
に
参
加
可
能

な
時
は
「
戻
っ
て
」
い
た
だ
き
、

ま
た
折
に
ふ
れ
て
宿
毛
の
こ
と
を

さ
り
げ
な
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
良
き
ご
提
言
な
ど
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「住基カード」をご存じですか？

公的個人認証サービス

　宿毛市に住民票があり希望する方に交付される「住民基本台帳カー
ド（住基カード）」は、住民票の写しの広域交付や転入転出届の手続
きの簡素化のほか身分証明書として利用できます。

　公的個人認証サービスとは住基カードのＩＣチップに本人であるこ
との証明を電子的に記録し、インターネットによる行政手続きの際
に利用することで、本人に成りすました偽りの電子申請や通信途中
での改ざんなどを防ぐことができるサービスのことです。
　公的個人認証サービスで発行された電子証明書を利用して、行政
機関等が提供しているインターネットを利用した電子申請・届出サ
ービスを利用することができます。

住基カードまたは公的個人認証サービスに関する詳し
い内容は、下記までお気軽にお問い合わせください。

【問い合わせ先】　市民課市民係　蕁６３－１１１２

　その他公的個人認証サービスについての必要な情報など詳細につ
いては、公的個人認証サービスポータルサイト http://www.jpki.go.jp/
をご覧ください。

◆公的個人認証サービスで利用できる行政手続き◆
　　・国税電子申告
　　・社会保険関係の電子申請／届出手続き
　　・総務省恩給関係、無線従事者免許関係の電子申請／届出　など

　　※これ以外の手続きについても今後順次追加される見込みです。

◆顔写真付きは身分証明書に◆
　「住基カード」は２種類あり、記載事項が氏名だけのものと、氏名・
生年月日・性別・住所・顔写真のものがあります。
　顔写真付きのものは、金融機関での口座開設時や携帯電話の新規
購入時などに、運転免許証などと同様に身分証明書として利用でき
ます。

◆住基カードの作り方◆
　①交付申請書を市民課へ提出

印鑑と「写真付き」のカードを希望する場合は、６カ月以内に
撮影した無帽、正面、無背景の写真１枚（縦４．５㎝、横３．５㎝）
を持参して、カード交付申請書に必要事項を記入してください。
※代理人が申請する場合は、所定の委任状が必要です。

　②カードの作成
　　・本人確認書類がある場合

申請者本人の本人確認書類（運転免許証や旅券など顔写真が
添付された官公署発行のもの）を提示していただくと、当日
カードを交付します。

　　・本人確認書類がない、または代理人申請の場合
郵送で本人確認を行いますので交付までに日数がかかります。

　③カードの交付
カード交付時に、４桁の暗証番号を設定していただきます。
※手数料（５００円）が必要です。



澤

行
　
　
　
事
　
　
　
名

時
　
間

場
　
　
　
所

問
い
合
わ
せ
先

社
会
保
険
・
年
金
出
張
相
談

10
時

市
役
所
　

第
1
会
議
室

（
当
日
、市
民
課
で
受
付
）

市
　
民
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
2

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

平
田
公
園
多
目
的
広
場

（
工
業
団
地
内
）

タ
ッ
チ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会

19
時

19
時

9
時

9
時

開
催
日

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

和
田
体
育
館

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

第
20
回
宿
毛
市
健
康
ふ
れ
あ
い

ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

公
的
年
金
等
の
確
定
申
告
説
明
会

　
〜
6
日
（
火
）

9
時
30
分

中
村
税
務
署

　
蕁
0
8
8
0
｜

3
5
｜

2
1
3
5

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

宿
毛
市
体
育
協
会
　
第
21
回

中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
宿
毛
大
会
〜
11
日（
日
）

10
時
30
分

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

6（
火
）

7（
水
）

8（
木
）

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

9
時
40
分

宿
毛
市
街
地

（
水
道
通
り
〜
真
丁
周
回
）

2
0
0
7
　
早
春
健
全
育
成

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会

10（
土
）

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

9
時

9
時

4（
日
）

5（
月
）

3（
土
）

朝
日
杯
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
　
〜
4
日
（
日
）

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

宿
毛
商
工
会
議
所
　
蕁
6
3
｜

3
1
2
3

18
時
30
分

浜
口
庫
之
助
音
楽
祭

17
時
15
分

夜
間
市
税
納
付
窓
口
開
設
日

宿
毛
市
体
育
協
会
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

宿
毛
市
体
育
協
会

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
冬
季
大
会

市
役
所
 

税
務
課

税
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
5

13（
火
）

9
時
30
分

ふ
れ
あ
い
保
育
（
体
験
入
園
）

市
内
各
保
育
園

各
保
育
園

14（
水
）

18（
日
）

13
時
30
分

第
46
回
　
宿
毛
市
地
区
長
連
合
会
定
期
総
会

Ｊ
Ａ
高
知
は
た

　
宿
毛
支
所
2
階

総
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

0
9
4
8

16（
金
）

17（
土
）

関
西
学
院
大
学
野
球
部
キ
ャ
ン
プ
〜
24
日（
土
）

宿
毛
市
野
球
場

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

職
域
フ
ッ
ト
サ
ル
冬
季
大
会
　
〜
18
日
（
日
）

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

 13
時

18
時

9
時
30
分

14
時

第
28
回
 

部
落
解
放
文
化
祭
　
〜
18
日（
日
）

・
作
品
展
示
（
17
日
〜
18
日
）

・
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
17
日
）

・
催
し
物
発
表
会
（
18
日
）

・
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
（
18
日
）

　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
　
う
〜
み
 

さ
ん

　
　
「
出
会
い
」
｜
歌
で
つ
な
が
る
｜

正
和
隣
保
館

正
和
隣
保
館
　
蕁
6
3
｜

2
2
5
4

毎
月
１９
日
は
「
食
育
の
日
」

　
今
日
の
食
生
活
は
と
て
も
豊
か
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
朝
食
の
欠

食
、
孤
食
等
の
増
加
、
不
規
則
な
食
習
慣

の
た
め
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
が
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
１８
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
、
食
育

推
進
会
議
に
お
い
て
、
食
育
基
本
計
画
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
毎
年
６

月
を
「
食
育
月
間
」
と
定
め
、「
み
ん
な

で
毎
日
朝
ご
は
ん
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
毎
日
朝
ご
は
ん
を
と
る
こ
と
の
重
要

性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
継
続
的
な
食
育
推
進
運
動
と
し

て
毎
月
１９
日
を
「
食
育
の
日
」
と
し
、
少

な
く
と
も
週
１
回
は
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し

く
食
卓
を
囲
む
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　
た
と
え
ば
、
１
日
の
元
気
、
笑
顔
の
源

と
な
る
朝
ご
は
ん
を
、
家
族
み
ん
な
で
食

べ
ま
せ
ん
か
。
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食

べ
る
と
、
眠
っ
て
い
る
間
に
下
が
っ
た
体

温
が
上
が
り
、
い
き
い
き
と
し
た
活
動
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。
朝
ご
は
ん
が
無
理
な

ご
家
庭
は
、
夕
ご
は
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
自
分
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、「
あ

れ
っ
、
何
か
あ
っ
た
？
」
等
声
を
掛
け
合

い
、
顔
を
み
な
が
ら
の
食
事
を
し
ま
せ
ん

か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
家
族
が
そ
ろ
う

食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
介
護
課
　
蕁
６
３
―

１
１
１
３

家
族
そ
ろ
っ
て

ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
！

宿
毛
市
行
事
予
定
表

宿
毛
市
行
事
予
定
表

宿
毛
市
行
事
予
定
表

平
成
19
年
　
2
月



広報すくも  2007.2澹

市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

2
※お昼休みも納付できます。

25（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

2
8（木）
22（木）

市
内
全
域

宿
毛
市
教
育
研
究
所
　
蕁
6
3
｜

1
1
2
7

あ
い
さ
つ
･
声
か
け
運
動
日

タ
ッ
チ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会

18（
日
）

20（
火
）

22（
木
）

24（
土
）

26（
月
）

17
時
15
分

夜
間
市
税
納
付
窓
口
開
設
日

市
役
所
 

税
務
課

税
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
5

企
　
画
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
8

モ
ラ
ロ
ジ
ー
心
の
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

　
〜
22
日
（
木
）

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
「
宿
毛
駅
ま
つ
り
」

宿
毛
幼
稚
園
　
蕁
6
3
｜

2
9
1
4

10
時

社
会
保
険
・
年
金
出
張
相
談

市
役
所
　

第
1
会
議
室

（
当
日
、市
民
課
で
受
付
）

市
　
民
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
2

宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

休
日
市
税
納
付
窓
口
開
設
日

市
役
所
 

税
務
課

税
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
5

9
時

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

ひ
か
り
共
同
作
業
所

　
　
　
　
蕁
6
3
｜

5
4
6
9

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

幡
多
福
祉
保
健
所

　
　
　
　
　
蕁
0
8
8
0
｜

3
4
｜

5
1
2
4

13
時
30
分

心
の
健
康
相
談

幡
多
福
祉
保
健
所

幡
多
福
祉
保
健
所

　
　
　
　
　
蕁
0
8
8
0
｜

3
4
｜

5
1
2
4

13
時
30
分

10
時
30
分

心
の
健
康
相
談

幡
多
福
祉
保
健
所

宿
毛
駅
前
公
園

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

宿
毛
市
野
球
場

10
時

19
時
30
分

ふ
れ
あ
い
保
育
（
体
験
入
園
）

宿
毛
幼
稚
園

生
涯
学
習
課
　
蕁
6
3
｜

3
3
9
4

宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　
　
　
　
蕁
6
3
｜

1
0
3
8

19
時

19
時

19（
月
）

21（
水
）

25（
日
）

27（
火
）

3（
土
）

第
33
回
 

宿
毛
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

（
社
会
人
の
部
）

第
6
回
　
四
国
西
南
小
学
生
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

第
6
回
　
四
国
西
南
中
学
新
人
駅
伝
競
走
大
会

第
4
回
 

ひ
か
り
共
同
作
業
所

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画
展
　
〜
26
日
（
月
）

日
本
生
命
野
球
部
キ
ャ
ン
プ

　
〜
3
月
8
日
（
木
）

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

9
時

9
時

9
時
30
分

宝
く
じ
文
化
講
演
会
　
畑
　
正
憲
　
講
演
会

行
政
相
談
委
員
　
松
岡
　
陽
一

　
　
　
　
　
蕁
6
6
｜

0
1
1
0

13
時

行
政
相
談
「
定
例
相
談
日
」

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

会
議
室
3

Ｊ
Ａ
高
知
は
た

宿
毛
支
所
2
階
会
議
室

平
田
公
園
多
目
的
広
場

（
工
業
団
地
内
）

3
月

日
　
時
　
２
月
２２
日
（木）

　
　
　
　
１９
時
開
演
（
１８
時
３０
分
開
場
）

場
　
所
　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
無
　
料

入
場
整
理
券
配
付
所

　
・
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
　

・
各
支
所

　
・
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】
生
涯
学
習
課
　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

畑
正
憲
講
演
会
　
　
〜
宝
く
じ
文
化
講
演
会
〜

宿
毛
市
野
球
場

春
の
キ
ャ
ン
プ
情
報

●
関
西
学
院
大
学
野
球
部

　
２
月
１６
日
（金）
〜
２４
日
（土）

●
日
本
生
命
野
球
部

　
２
月
２６
日
（月）
〜
３
月
８
日
（木）
　
　

●
東
北
学
院
大
学
野
球
部

　
３
月
１０
日
（土）
〜
１９
日
（月）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

行　政 スポーツ 文　化 福　祉

国
　
保
　
税
 
8
期

介
護
保
険
料
 
8
期

納 期 限

（水）2
28

2月
〈ホームページ〉 http://www.keiba.or.jp/
〈i-mode〉 http://www.keiba.or.jp/i/

高知けいば 3、4、10、11
17、18、24、25



濆

平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度

■□居宅サービス利用者数　□施設サービス利用者数　■□サービス未利用者数

１，２００

１，０００

８００

６００

４００

２００

0

要介護認定者の介護サービス利用状況の推移（単位：人）

３４８

２３４

１７０

３８３

２３１

１８３

４１０

２７３

２０７

４６２

２７６

２４２

５１８

３１１

１８２

５３０

２８２

１９６

介
護
予
防
っ
て
な
〜
に
？

　
介
護
予
防
と
は
、
で
き
る
だ
け

住
み
な
れ
た
地
域
で
、
な
る
べ
く

自
立
し
て
生
活
す
る
た
め
に
、
一

人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
予
防

対
策
を
図
る
と
と
も
に
、
悪
化
防

止
に
努
め
る
こ
と
で
す
。

活
動
的
な
状
態
を
で
き

る
だ
け
長
く
！

　
宿
毛
市
の
要
介
護
認
定
者
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
状
況
の
推
移
は
下
記

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
団
塊
の
世
代
の
加
齢
に
と
も
な
い
、

高
齢
化
へ
の
ス
ピ
ー
ド
が
よ
り
加

速
す
る
と
予
想
さ
れ
る
な
か
、
自

分
は
ま
だ
元
気
だ
か
ら
関
係
な
い

と
思
わ
ず
、
元
気
な
う
ち
か
ら
「
介

護
予
防
」
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
「
介
護
予
防
」

に
取
り
組
み
、
限
り
あ
る
介
護
保

険
の
財
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

１
年
に
１
回
は
健
診
を
！

　
平
成
１８
年
度
か
ら
従
来
の
基
本

健
康
診
査
と
あ
わ
せ
て
、
６５
歳
以

上
を
対
象
に
「
生
活
機
能
評
価
」

を
実
施
す
る
「
は
つ
ら
つ
健
診
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
健
診
を
受
診

す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
気
づ
か
な

か
っ
た
自
分
の
生
活
上
の
問
題
に

気
づ
い
て
も
ら
い
、
介
護
予
防
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態

と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
に
対
し

て
は
、
生
活
機
能
の
維
持
・
改
善

を
図
る
た
め
に
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

等
が
助
言
や
支
援
を
し
、「
運
動
機

能
向
上
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

「
生
活
機
能
評
価
」
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
？

　
は
つ
ら
つ
健
診
で
実
施
す
る
「
生

活
機
能
評
価
」
は
、
今
ま
で
の
項

目
に
加
え
て
２５
項
目
の
質
問
形
式

に
よ
る
問
診
を
行
う
こ
と
で
、
運

動
機
能
や
栄
養
状
態
な
ど
を
確
認

し
ま
す
。
問
診
に
よ
り
運
動
機
能

や
口
腔
機
能
、
栄
養
状
態
の
低
下

が
疑
わ
れ
る
方
に
は
、
加
え
て
必

要
な
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
１８
年
度
の
健
診
は
終
了
し

ま
し
た
が
、
平
成
１９
年
度
の
は
つ

ら
つ
健
診
の
申
し
込
み
が
始
ま
り

ま
す
。
申
込
書
は
今
月
中
に
、
地

区
長
を
通
じ
て
配
付
す
る
ほ
か
、

保
健
介
護
課
窓
口
に
も
置
い
て
い

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
受
診
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
広
報
で
、「
生
活
機

能
評
価
」
の
内
容
を
簡
単
に
お
伝

え
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
介
護
課
予
防
係
・
保
健
衛
生
係

蕁
６
３
―

１
１
１
３

宿
毛
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
６
５
―

７
６
６
５

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

　
介
護
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま

で
い
る
と
、
納
期
内
に
納
め
て
い

た
だ
い
た
方
と
の
公
平
性
が
保
て

な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

滞
納
期
間
に
応
じ
て
保
険
給
付
が

差
し
止
め
ら
れ
る
な
ど
の
制
限
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
納
期
内
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　○
1
年
以
上
前
の
未
納
が
あ
る
場
合

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ
た
費

用
を
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し
、

申
請
に
よ
り
あ
と
で
払
い
戻
し

を
受
け
る
方
法
に
な
り
ま
す
。

　○
1
年
半
以
上
前
の
未
納
が
あ
る
場
合

一
時
的
に
給
付
の
一
部
ま
た
は

全
部
を
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

○
2
年
以
上
前
の
未
納
が
あ
る
場
合

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時
、
納

め
な
い
で
い
る
期
間
に
応
じ
て

自
己
負
担
が
１
割
負
担
か
ら
３

割
負
担
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
支

給
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
介
護
課
介
護
保
険
係

蕁
６
３
―

１
１
１
３

目
指
そ
う
生
涯
の
「
健
康
」
と
「
自
立
」

平成18年度は、市内18ヶ所
で実施した健診に、1,631人
の受診がありました。

「
介
護
予
防
」
を
合
言
葉
に
は
つ
ら
つ
健
診
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！
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3 月 の 保 健 衛 生 事 業

　　　　　このページに関するお問い合わせは…
　　　　　保健介護課　蕁６３－１１１３

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

7（水）
14（水）

12：30～14：00
12：30～14：00

宿毛市総合社会福祉センター
〃

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

5（月）
6（火）
15（木）
27（火）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

東部農村環境改善センター
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

場 　 所 受 付 時 間日

［1.6歳児健康診査］
　対象児（平成17年7月～8月生）に個人通知します

28（水） 13：00～14：00宿毛市総合社会福祉センター

母子保健

成人保健

健康相談（どこでも受けることができます）
毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳とタオル、水等を
持参してください。

場 　 所 実 施 時 間日
5（月）
6（火）
8（木）
9（金）
12（月）
16（金）
20（火）
22（木）
23（金）

13：30～15：00
13：30～15：00
19：30～10：30
18：30～11：00
13：30～15：00
19：30～10：30
13：30～15：00
13：30～15：00
18：30～11：00

大 島 公 民 館
湊 集 会 所
手 代 岡 隣 保 館
鵜 来 島 小 中 学 校
中 角 集 会 所
古 屋 野 老 人 憩いの 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
大 海 老 人 憩 い の 家
鵜 来 島 小 中 学 校

場 　 所 引 取 時 間日
13（火） 10：10～10：20宿 毛 市 役 所

犬の引取り

市民の皆さまには献血にご理解とご協力をいただきま
ことにありがとうございます。
左記日程により献血実施しますので、一人でも多くの
皆さまのご協力をお願いします。

場 　 所 受 付 時 間日
7（水）

8（木）

9（金）

13：30～17：00
19：00～11：30
13：00～16：30
19：00～12：00

パルティ・フジ宿毛店
宿 毛 商 工 会 議 所
サングリーンクリハラ
宿 毛 市 役 所

献　血　積極的なご協力をお願いします。

「ウエストのサイズダウンで健康アップ」－生活習慣病予防週間（2/1～2/7）のスローガン－

第２回 ～内蔵脂肪ってなぜ怖いの？～

通常の脂肪細胞（皮下脂肪）からは動脈硬化を抑制し、血

糖値を安定させる物質が分泌されていますが、内臓脂肪細

胞からは高血圧や高脂血症、糖尿病、動脈硬化のリスクを

高める複数の物質が分泌されます。これを放置すると動脈

硬化は急速に進行し、命にかかわる循環器病（心臓病や脳

卒中）をひきおこします。

このため、メタボリックシンドロームを予防するためには、

過剰な内臓脂肪の解消が大切になってきます。

※次回は、具体的な予防方法についてお話しします。

あなたは　だいじょうぶ？
メタボリックシンドローム予防大作戦！

メタボリックシンドロームとは「内臓脂肪
症候群」とも呼ばれます。なぜ内臓脂肪が、
注目されるようになったのでしょうか！？
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発
行
／
宿
毛
市
　
編
集
／
企
画
課
 
蕁
６
３
―

１
１
１
８

平
成
19
年
２
月
１
日
発
行
（
毎
月
１
日
発
行
）

濟

現　　行 改　　　　　定

上
り
（
宿
毛
↓
窪
川
方
面
）

下
り
（
窪
川
↓
宿
毛
方
面
）

宿毛発 　５：５４
　　↓

岡山着 １０：２７

宿毛発 　５：３９　→　中村着止 　６：０９
　　　　　　　　　↓

中村発 　６：１２　→　岡山着 １０：２７

南風６号

南風６号

南風１６号

南風２４号

普通列車

普通列車

普通列車

しまんと１号

普通列車

普通列車

普通列車

南風３号

南風２３号

接続

接続

接続

接続

接続

接続

宿毛発 １０：４０　→　中村着止 １１：１０
　　　　　　　　　↓

中村発 １１：１３　→　岡山着 １５：２７

宿毛発 １４：３４　→　中村着 １５：０４
　　　　　　　　　↓

中村発 １５：０９　→　岡山着 １９：２７

高松発 　６：０６　→　中村着止 １０：００
　　　　　　　　　↓

中村発 １０：０３　→　宿毛着 １０：３３

岡山発 　８：５０　→　中村着止 １３：３８
　　　　　　　　　↓

中村発 １３：４３　→　宿毛着 １４：１３

岡山発 １８：５２　→　中村着止 ２３：１９
　　　　　　　　　↓

中村発 ２３：２３　→　宿毛着 ２３：５３

宿毛発 １０：５３
　　↓

岡山着 １５：２７

南風１６号

宿毛発 １４：４８
　　↓

岡山着 １９：２７

南風２４号

高松発 　６：０６
　　↓

宿毛着 １０：１８

しまんと１号

岡山発 　８：５０
　　↓

宿毛着 １３：５６

南風３号

岡山発 １８：５２
　　↓

宿毛着 ２３：３７

南風２３号

宿
毛
フ
ェ
リ
ー

欠
航
の
お
知
ら
せ

　
「
ニ
ュ
ー
あ
し
ず
り
」
の
船
体
整

備
の
た
め
左
記
の
期
間
欠
航
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

欠
航
期
間

２
月
１３
日
（火）
〜
２２
日
（木）

２
月
１３
日
（火）

　
　
宿
毛
港
７
時
発
の
便
ま
で
運
行

　
　

１４
日
〜
２１
日
は
全
便
欠
航

２
月
２２
日
（木）

　
宿
毛
港
７
時
発
の
便
よ
り
再
開

※
欠
航
期
間
中
で
も

運
航
再
開
後
の
予

約
受
け
付
け
を
宿

毛
、
佐
伯
両
港
と

も
９
時
〜

１７
時
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
㈱
宿
毛
フ
ェ
リ
ー

　
蕁
６
２
―

１
１
０
０

プログラム
・開会セレモニー （10：30～）

・ステージイベント （10：50～14：30）
１）片島中学校吹奏楽部
２）橋上子ども和太鼓クラブ
３）宿毛小学校コーラス隊
４）ミニコンサート（バンド演奏）
５）土佐宿毛いごっそ太鼓
６）もち投げ

・「まんが甲子園」出展作品展示 （10：30～14：30）

・物産販売コーナー （10：30～14：30）

物産販売コーナーへの出店者を募集していますので、
出店を希望される方は下記までご連絡ください。な
お、申込期限は、２月２２日（木）までです。募集コマ
数は、１４コマ（１コマ：テント半分）、出店料は無料
です。

　土佐くろしお鉄道のダイヤ（運転時刻）が、
３月１８日（日）より改定されます。改定後のダ
イヤにつきましては、下記にお問い合わせく
ださい。
　なお、今回の改定により、当市発着の特急
列車が現行の５往復から２往復に減便され、
その代替として普通列車によるリレー号が運
行されます。（右記参照）
　その他にも普通列車の時刻が一部変更され
ますので、ご注意ください。
　利用者の皆さまにはご不便、ご迷惑をおか
けいたしますが、今後とも土佐くろしお鉄道
のご利用をよろしくお願いいたします。

【問い合わせ先】
土佐くろしお鉄道㈱
宿毛駅　蕁０８８０－６３－６０００
中村駅　蕁０８８０－３５－４９６１

【問い合わせ先】
土佐くろしお鉄道中村・宿毛線運営協議会

（宿毛市企画課内）蕁６３－１１１８

と　き

3月3日（土）　10：30～14：30
ところ

土佐くろしお鉄道「宿毛駅前公園」

土佐くろしお鉄道「宿毛駅まつり」

3／18（日）ダイヤが変わります

土佐くろしお鉄道中村・宿毛線運営協議会利用促進事業

サ
ニ
ー
く
ん

サ
ン
コ
ち
ゃ
ん
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